
一
、
は
じ
め
に

『

古
事
記』

上
巻
の
ウ
ケ
ヒ

(

１)

の
物
語

(

以
下
、｢
ウ
ケ
ヒ
神
話｣)

に

関
す
る
研
究
は
多
い
。
近
年
で
は
、
ウ
ケ
ヒ
神
話
は
、
そ
の
後
の
天
石

屋
神
話
を
導
く

｢

装
置｣

と
し
て
読
む
見
方
が
主
流
に
な
っ
て
い
る

(

２)

。

一
方
、
従
来
の
ウ
ケ
ヒ
神
話
の
研
究
は
と
い
え
ば
、
記
紀
比
較
に
は
じ

ま
る
成
立
論
的
な
研
究
手
法
が
主
で
あ
り
、
時
と
し
て
一
方
の
行
間
を

他
方
で
補
っ
て
読
む
と
い
う
論
も
散
見
さ
れ
る

(

３)

。

そ
こ
で
今
一
度
、
基
本
に
立
ち
返
り
、
ウ
ケ
ヒ
神
話
に
つ
い
て
、

『

古
事
記』

の
文
脈
の
な
か
で
と
ら
え
直
し
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
、『

古

事
記』

ウ
ケ
ヒ
神
話
は
、
装
置
以
上
に
重
要
な
神
話
で
あ
る
こ
と
が
み

え
て
く
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。

本
論
で
は
、
ウ
ケ
ヒ
神
話
に
つ
い
て
、『

日
本
書
紀』

に
は
み
ら
れ

な
い

『

古
事
記』

の
特
質
に
着
目
し
、『

古
事
記』

ウ
ケ
ヒ
神
話
の
読

み
に
つ
い
て
、
考
察
す
る
。

二
、
記
紀
ウ
ケ
ヒ
神
話
と
注
意
点

｢

ウ
ケ
ヒ
神
話｣

と
称
さ
れ
る
神
話
は
、『

古
事
記』

、『

日
本
書
紀』

に
共
通
し
て
存
在
す
る
。
し
か
し
両
者
の
ウ
ケ
ヒ
神
話
に
は
、
い
く
つ

か
の
点
に
お
い
て
、
決
定
的
な
違
い
が
あ
る
。

ま
ず
は
、『

古
事
記』

ウ
ケ
ヒ
神
話
を
示
そ
う
。
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『

古
事
記』

ウ
ケ
ヒ
神
話
の
読
み

ス
サ
ノ
ヲ
の

｢

手
弱
女
を
得
つ｣

発
言
を
中
心
に

古

橋

充

行
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故
於
是
、
速
須
佐
之
男
命
言
、
然
者
、
請
二

天
照
大
御
神
一

将
レ

罷
、
乃
参
二

上
天
一

時
、
山
川
悉
動
、
国
土
皆
震
。
爾
、
天
照
大
御

神
、
聞
驚
而
詔
、
我
那
勢
命
之
上
来
由
者
、
必
不
二

善
心
一

。
欲
レ

奪
二

我
国
一

耳
、
…
…

爾
、
天
照
大
御
神
詔
、
然
者
、
汝
心
之
清
明
、
何
以
知
。
於
是
、

速
須
佐
之
男
命
答
白
、
各
宇
気
比
而
生
レ

子
。

故
爾
、
各
中
二

置
天
安
河
一

而
、
宇
気
布
時
、
天
照
大
御
神
、
先

乞
二

度
建
速
須
佐
之
男
命
所
レ

佩
十
拳
剣
、
打
二

折
三
段
一

而
、
奴
那

登
母
々
由
良
邇

美
而
、

理
毘
売
命
。

島
上

比
売
命
。
亦
御
名
、
謂
二

狭
依
毘
売
命
一

。
次
、
多
岐
都
比
売

命
。

豆
良
一

八
尺
勾
�
之
五
百
津
之
美
須
麻
流
珠
上

而
、
奴
那
登
母
々
由

良
爾
振
二

滌
天
之
真
名
井
一

而
、
佐
賀
美
邇
迦
美
而
、
於
二

吹
棄
気

吹
之
狭
霧
一

所
レ

成
神
御
名
、
正
勝
吾
勝
々
速
日
天
之
忍
穂
耳
命
。

亦
、
乞
下

度
所
レ

纏
二

右
御
美
豆
良
一

之
珠
上

而
、
佐
賀
美
邇
迦
美
而
、

於
二

吹
棄
気
吹
之
狭
霧
一

所
レ

成
神
御
名
、
天
之
菩
卑
能
命
。

亦
、
乞
下

度
所
レ

纏
二

御
縵
之
珠
上

而
、
佐
賀
美
邇
迦
美
而
、
於
二

吹

棄
気
吹
之
狭
霧
一

所
レ

成
神
御
名
、
天
津
日
子
根
命
。
亦
、
乞
下

度

所
レ

纏
二

左
御
手
一

之
珠
上

而
、
佐
賀
美
邇
迦
美
而
、
於
二

吹
棄
気
吹

之
狭
霧
一

所
レ

成
神
御
名
、
活
津
日
子
根
命
。
亦
、
乞
下

度
所
レ

纏
二

右
御
手
一

之
珠
上

而
、
佐
賀
美
邇
迦
美
而
、
於
二

吹
棄
気
吹
之
狭
霧
一

所
レ

成
神
御
名
、
熊
野
久
須
毘
命
。

於
是
、
天
照
大
御
神
、
告
二

速
須
佐
之
男
命
一

、
是
、
後
所
レ

生

五
柱
男
子
者
、
物
実
因
二

我
物
一

所
レ

成
故
、
自
吾
子
也
。
先
所
レ

生

之
三
柱
女
子
者
、
物
実
因
二

汝
物
一

所
レ

成
故
、
乃
汝
子
也
、
如
此

詔
別
也
。…
…

爾
、
速
須
佐
之
男
命
、
白
二

于
天
照
大
御
神
一

、
我
心
清
明
故
、

我
所
レ

生
之
子
、
得
二

手
弱
女
一

。
因
レ

此
言
者
、
自
我
勝
、
云
而
、

於
二

勝
佐
備
一

、

其
溝
一

、
亦
、
其
、
於
下

聞
二

看
大
嘗
一

之
殿
上

屎
麻
理

雖
二

然
為
一

、
天
照
大
御
神
者
、
登
賀
米
受
而
告
、
如
レ

屎
、
酔
而

吐
散
登
許
曾
、

阿
一

、
埋
レ

溝
者
、
地
矣
阿
多
良
斯
登
許
曾
、

為
二

如
此
一

登
、

故か
れ

是こ
こ

に
、
速は
や

須す

佐さ

之の

男を
の

命
み
こ
と

の
言い

は
く
、｢

然し
か

ら
ば
、
天あ
ま

照
て
ら
す

大お
ほ

御み

神か
み

に
請ま
を

し
て
罷ま
か

ら
む｣

と
い
ひ
て
、
乃
す
な
は

ち
天あ
め

に
参ま

ゐ
上の
ぼ
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自
レ

宇
以
下
三
字
以

レ

音
。
下
効
レ

此
。

此
八
字
以
レ

音
。

下
劾
レ

此
。

振
二

滌
天
之
真
名
井
一

而
、
佐
賀
美
邇
迦

自
レ

佐
下
六
字
以
レ

音
。
下
効
レ

此
。

於
二

吹
棄
気
吹
之
狭
霧
一

所
レ

成
神
御
名
、
多
紀

此
神
名

以
レ

音
。

亦
御
名
、
謂
二

奥
津
島
比
売
命
一

。
次
、
市
寸

三
柱
。
此
神

名
以
レ

音
。

速
須
佐
男
命
、
乞
下

度
天
照
大
御
神
所
レ

纏
二

左
御
美

自
レ

菩
下
三

字
以
レ

音
。

自
レ

久
下
三

字
以
レ

音
。

并
五
柱
。

此
二
字

以
レ

音
。

離
二

天
照
大
御
神
之
営
田
之
阿
一

、
此
阿
字

以
レ

音
。

埋
二

此
二
字

以
レ

音
。

散
。
故
、

此
三
字

以
レ

音
。

我
那
勢
之
命
、
為
二

如
此
一

。
又
、
離
二

田
之

自
レ

阿
以
下
七

字
以
レ

音
。

我
那
勢
之
命
、

此
一
字

以
レ

音
。

詔
雖
レ

直
、
猶
其
悪
態
、
不
レ

止
而
転
。
…
…



る
時と
き

に
、
山や
ま

川か
は

悉
こ
と
ご
と

く
動と
よ

み
、
国く
に

土つ
ち

皆み
な

震ふ
る

ひ
き
。
爾し
か

く
し
て
、

天あ
ま

照
て
ら
す

大お
ほ

御み

神か
み

、
聞き

き
驚
お
ど
ろ

き
て
詔
の
り
た
ま

は
く
、｢

我あ

が
な
せ
の
命
み
こ
と

の
上の
ぼ

り
来く

る
由ゆ
ゑ

は
、
必
か
な
ら

ず
善よ

き
心
こ
こ
ろ

な
ら
じ
。
我あ

が
国く
に

を
奪う
ば

は

む
と
欲お

も

へ
ら
く
の
み｣

と
の
り
た
ま
ひ
て
、
…
…

爾し
か

く
し
て
、
天あ
ま

照
て
ら
す

大お
ほ

御み

神か
み

の

詔
の
り
た
ま

ひ
し
く
、｢

然し
か

ら
ば
、

汝
な
む
ち

が
心
こ
こ
ろ

の
清き
よ

く
明あ
か

き
は
、
何い
か

に
し
て
か
知し

ら
む｣

と
の
り
た

ま
ひ
き
。
是こ

こ

に
、
速は
や

須す

佐さ

之の

男を
の

命
み
こ
と

の
答こ
た

へ
て
白ま
を

し
し
く
、

｢

各
お
の
お
の

う
け
ひ
て
子こ

を
生う

ま
む｣

と
ま
を
し
き
。
故か
れ

爾し
か

く
し
て
、

各
お
の
お
の

天あ
め

の
安や
す

の
河か
は

を
中な
か

に
置お

き
て
、
う
け
ふ
時と
き

に
、
天あ
ま

照
て
ら
す

大お
ほ

御み

神か
み

、
先ま

づ
建た
け

速は
や

須す

佐さ

之の

男を
の

命
み
こ
と

の
佩は

け
る
十と

拳つ
か

の
剣
つ
る
ぎ

を
乞こ

ひ

度わ
た

し
て
、
三み

段き
だ

に
打う

ち
折を

り
て
、
ぬ
な
と
も
も
ゆ
ら
に
天あ
め

の
真ま

名な

井ゐ

に
振ふ

り
滌す
す

ぎ
て
、
さ
が
み
に
か
み
て
、
吹ふ

き
棄う

つ
る
気い

吹ふ
き

の
狭さ

霧ぎ
り

に
成な

れ
る
神か
み

の
御み

名な

は
、
多た

紀き

理り

毘び

売め
の

命
み
こ
と

。
亦ま
た

の
御み

名な

は
、
奥お
き

津つ

島し
ま

比ひ

売め
の

命
み
こ
と

と
謂い

ふ
。
次つ
ぎ

に
、
市い
ち

寸き

島し
ま

比ひ

売め
の

命
み
こ
と

。

亦ま
た

の
御み

名な

は
、
狭さ

依よ
り

毘び

売め
の

命
み
こ
と

と
謂い

ふ
。
次つ
ぎ

に
、
多た

岐き

都つ

比ひ

売め
の

命
み
こ
と

〈
三み

柱
は
し
ら

〉。

速は
や

須す

佐さ

男を
の

命
み
こ
と

、
天あ
ま

照
て
ら
す

大お
ほ

御み

神か
み

の
左
ひ
だ
り

の
御み

み
づ
ら
に
纏ま

け

る
八や

尺さ
か

の
勾ま
が

�
た
ま

の
五い

百ほ

津つ

の
み
す
ま
る
の
珠た
ま

を
乞こ

ひ
度わ
た

し
て
、

ぬ
な
と
も
も
ゆ
ら
に
天あ

め

の
真ま

名な

井ゐ

に
振ふ

り
滌す
す

ぎ
て
、
さ
が
み
に

か
み
て
、
吹ふ

き
棄う

つ
る
気い

吹ふ
き

の
狭さ

霧ぎ
り

に
成な

れ
る
神か
み

の
御み

名な

は
、

正ま
さ

勝か
つ

吾あ

勝か
つ

勝か
ち

速は
や

日ひ

天あ
め

之の

忍お
し

穂ほ

耳
み
み
の

命
み
こ
と

。
亦ま
た

、
右み
ぎ

の
御み

み
づ
ら
に

纏ま

け
る
珠た
ま

を
乞こ

ひ
度わ
た

し
て
、
さ
が
み
に
か
み
て
、
吹ふ

き
棄う

つ
る

気い

吹ふ
き

の
狭さ

霧ぎ
り

に
成な

れ
る
神か
み

の
御み

名な

は
、
天あ
め

之の

菩ほ

卑ひ

能の

命
み
こ
と

。
亦ま
た

、

御み

縵
か
づ
ら

に
纏ま

け
る
珠た
ま

を
乞こ

ひ
度わ
た

し
て
、
さ
が
み
に
か
み
て
、
吹ふ

き
棄う

つ
る
気い

吹ふ
き

の
狭さ

霧ぎ
り

に
な
成
れ
る
か
み
神
の
御み

名な

は
、
天あ
ま

津つ

日ひ

子こ

根ね
の

命
み
こ
と

。
又ま
た

、
左
ひ
だ
り

の
御み

手て

に
纏ま

け
る
珠た
ま

を
乞こ

ひ
度わ
た

し
て
、

さ
が
み
に
か
み
て
、
吹ふ

き
棄う

つ
る
気い

吹ふ
き

の
狭さ

霧ぎ
り

に
成な

れ
る
神か
み

の

御み

名な

は
、
活い
く

津つ

日ひ

子こ

根ね
の

命
み
こ
と

。
亦ま
た

、
右み
ぎ

の
御み

手て

に
纏ま

け
る
珠た
ま

を

乞こ

ひ
度わ
た

し
て
、
さ
が
み
に
か
み
て
、
吹ふ

き
棄う

つ
る
気い

吹ふ
き

の
狭さ

霧ぎ
り

に
成な

れ
る
神か
み

の
御み

名な

は
、
熊く
ま

野の

久く

須す

毘び
の

命
み
こ
と

。
并あ
は

せ
て
五い
つ

柱
は
し
ら

ぞ
。

是こ
こ

に
、
天あ
ま

照
て
ら
す

大お
ほ

御み

神か
み

、
速は
や

須す

佐さ

之の

男を
の

命
み
こ
と

に
告の

ら
し
し
く
、

｢

是こ

の
、
後の
ち

に
生う
ま

め
る
五い
つ

柱
は
し
ら

の
男
子
を
の
こ

は
、
物も
の

実ざ
ね

我あ

が
物も
の

に
因よ

り

て
成な

れ
る
が
故ゆ
ゑ

に
、

自
お
の
づ
か

ら
吾あ

が
子こ

ぞ
。
先ま

づ
生う
ま

め
る
三み

柱
は
し
ら

の
女
子
め
の
こ

は
、
物も
の

実ざ
ね

汝
な
む
ち

が
物も
の

に
因よ

り
て
成な

れ
る
が
故ゆ
ゑ

に
、
乃
す
な
は

ち

汝
な
む
ち

が
子こ

ぞ｣

と
、
如か

此く

詔の

り
別わ

き
き
。
…
…

爾し
か

く
し
て
、
速は
や

須す

佐さ

之の

男を
の

命
み
こ
と

、
天あ
ま

照
て
ら
す

大お
ほ

御み

神か
み

に
白ま
を

さ
く
、

｢
我あ

が
心

こ
こ
ろ

清き
よ

く
明あ

か

き
が
故ゆ

ゑ

に
、
我あ

が
生う

ま

め
る
子こ

は
、
手
弱
女

た

わ

や

め

を

得え

つ
。
此こ

れ

に
因よ

り
て
言い

は
ば
、
自

お
の
づ
か

ら
我あ

れ

勝か

ち
ぬ｣

と
、
云い

ひ
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て
、
勝か

ち
さ
び
に
、
天あ
ま

照
て
ら
す

大お
ほ

御み

神か
み

の
営
つ
く
り

田た

の
あ
を
離は
な

ち
、
其そ

の
溝み
ぞ

を
埋う

み
、
亦ま
た

、
其そ

の
、
大お
ほ

に
嘗へ

を
聞き
こ

看し
め

す
殿と
の

に
屎く
そ

ま
り
散ち
ら

し
き
。
故か
れ

、
然し
か

為す

れ
ど
も
、
天あ
ま

照
て
ら
す

大お
ほ

御み

神か
み

は
、
と
が
め
ず
し

て
告の

ら
さ
く
、｢

屎く
そ

の
如ご
と

き
は
、
酔ゑ

ひ
て
吐は

き
散ち
ら

す
と
こ
そ
、

我あ

が
な
せ
の
命
み
こ
と

、
如か

此く

為し

つ
ら
め
。
又ま
た

、
田た

の
あ
を
離は
な

ち
、

溝み
ぞ

を
埋う

む
は
、
地
と
こ
ろ

を
あ
た
ら
し
と
こ
そ
、
我あ

が
な
せ
の
命
み
こ
と

、

如か

此く

為し

つ
ら
め｣

と
、
詔の

り
て
直な
ほ

せ
ど
も
、
猶な
ほ

其そ

の
悪あ

し
き
態わ
ざ

、

止や

ま
ず
し
て
転う
た

た
あ
り
。…
…

以
上
が『

古
事
記』

ウ
ケ
ヒ
神
話
で
あ
る
。
本
論
で
注
目
す
る
の
は
、

誕
生
し
た
子
神
の
所
属
が
決
定
し
た
直
後
の
ス
サ
ノ
ヲ
の
発
言
で
あ
る

(

傍
線
部
。
以
下
、｢『

手
弱
女
を
得
つ』

発
言｣)

。
こ
の

｢

手
弱
女
を

得
つ｣

発
言
は
、『

日
本
書
紀』

ウ
ケ
ヒ
神
話
に
、
対
応
す
る
も
の
が

存
在
し
な
い
。
ま
た
、
そ
の
直
後
の
ス
サ
ノ
ヲ
の
狼
藉
の
書
き
お
こ
し

を
、｢

勝
ち
さ
び
に｣

と
し
て
い
る
点
も
、『

古
事
記』

の
み
の
記
述
で

あ
る

(

〈
表
一
〉
参
照)

。

よ
っ
て
、『

古
事
記』

に
の
み
記
述
さ
れ
る

｢

手
弱
女
を
得
つ｣

発

言
の
周
辺
部
分
が
、『

古
事
記』

ウ
ケ
ヒ
神
話
の
読
み
を
方
向
づ
け
て

い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、｢

手
弱
女
を
得
つ｣

発
言
に
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〈
表
一
〉
記
紀
対
応
表

ウ
ケ
ヒ
後
の
記
紀
比
較

・
ス
サ
ノ
ヲ

｢

我あ

が
心

こ
こ
ろ

清き
よ

く
明あ

か

き
①

が
故ゆ
ゑ

に
、
我あ

が
生う
ま

め
る
子こ

は
、
手た

弱
女

わ
や
め

②

を
得え

つ
。
此こ
れ

に
因よ

り
て
言い

は
ば
、

自
お
の
づ
か

ら
我あ
れ

勝か

ち
ぬ｣

(

六

三
頁)

・
ス
サ
ノ
ヲ
の
狼
藉

｢

勝か

ち
さ
び

に
③｣

(

六
三
頁)

・
ア
マ
テ
ラ
ス
の
詔
り
直
し

・
ス
サ
ノ
ヲ
な
お
狼
藉

・
ア
マ
テ
ラ
ス

｢

見み

畏
か
し
こ

み｣

て
天

の
石
屋
に
こ
も
る
。(

六
三
頁)

・
ア
マ
テ
ラ
ス

｢

是こ

の
、
後の
ち

に
生う
ま

め

る
五い
つ

柱
は
し
ら

の
男
子
を
の
こ

は
、
物も
の

実ざ
ね

我あ

が

物も
の

に
因よ

り
て
成な

れ
る
が
故ゆ
ゑ

に
、

自
お
の
づ
か

ら
吾あ

が
子こ

ぞ
。
先ま

づ
生う
ま

め
る

三み

柱
は
し
ら

の
女
子

め
の
こ

は
、
物も
の

実ざ
ね

汝
な
む
ち

が
物も
の

に
因よ

り
て
成な

れ
る
が
故ゆ
ゑ

に
、
乃
す
な
は

ち
汝
な
む
ち

が
子こ

ぞ｣
(

六
一
頁)

○
詔
り
別
き

(

子
神
の
所
属
の
決
定)

『

古
事
記』

・
ス
サ
ノ
ヲ
の
狼
藉

｢

是こ

の
後の
ち

に
、

素す

戔さ
の

嗚を
の

尊
み
こ
と

の
為
行
し
わ
ざ

甚
は
な
は

だ
無
状

あ
づ
き
な

し
。｣

(

七
五
頁)

・
ア
マ
テ
ラ
ス

｢

発い

慍か

り
て｣

天
石

磐
に
こ
も
る
。(

七
六
頁)

・
ア
マ
テ
ラ
ス

｢

其そ

の
物も
の

根ざ
ね

を
原た
づ

ぬ

れ
ば
、
八や

坂さ
か

瓊に

の
五い

百ほ

箇つ

御み
す

統ま
る

は
、

是こ
れ

吾あ

が
物も
の

な
り
。
故か
れ

、
彼そ

の

五
い
つ
は
し
ら

男
の
ひ
こ

神か
み

は
、

悉
こ
と
ご
と
く

に
是こ
れ

吾あ

が
児こ

な
り
…
…
其そ

の
十と

握つ
か

剣
つ
る
ぎ

は
、

是こ
れ

素す

戔さ
の

嗚を
の

尊
み
こ
と

の
物も
の

な
り
。
故か
れ

、

此こ

の

三
み
は
し
ら

の
女ひ
め

神か
み

は
、

悉
こ
と
ご
と
く

に

是こ
れ

爾
な
む
ぢ

が
児こ

な
り｣

(

六
七
頁)

○
詔
り
別
き

(

子
神
の
所
属
の
決
定)

『

日
本
書
紀』

正
文



つ
い
て
、
三
点
に
注
目
し
、
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
一
点
目
は
、｢

我
が
心
清
く
明
き｣

に
つ
い
て
、
そ
も
そ
も

｢

心
清
く
明
き｣

と
は
一
体
何
を
指
す
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る

(

〈
表
一
〉
傍
線
部
①)

。
そ
し
て
二
点
目
は
、｢

手
弱
女｣

と
い
う
語
が

使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る

(

〈
表
一
〉
傍
線
部
②)

。
文
脈

に
沿
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
直
前
に

｢

三
柱
の
女
子｣

と
表
記
さ
れ
て

い
る
た
め
、
そ
の
ま
ま
こ
こ
で
も

｢

三
柱
の
女
子｣

、
あ
る
い
は
単
に

｢

女
子｣

と
す
る
の
が
自
然
か
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
二
点
目
の
問
題

と
し
て
、
な
ぜ
、｢

手
弱
女｣

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
三
点
目
が
、｢
手
弱
女
を
得
つ｣

発
言
と

並
び

『

古
事
記』

の
み
の
記
述
で
あ
っ
た

｢

勝
ち
さ
び
に｣

と
い
う
語

の
真
意
に
つ
い
て
で
あ
る

(

〈
表
一
〉
傍
線
部
③)

。

以
上
の
三
点
に
注
目
し
て
、｢

手
弱
女
を
得
つ｣

発
言
に
つ
い
て
、

順
に
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

三
、
言
立
て
が
欠
如
し
た

『

古
事
記』

ウ
ケ
ヒ
神
話

先
に
指
摘
し
た
三
点
を
考
察
す
る
前
に
、『

古
事
記』

ウ
ケ
ヒ
神
話

に
は
、
根
本
的
な
部
分
に
お
い
て
、
看
過
で
き
な
い
箇
所
が
存
す
る
こ

と
に
ふ
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
ウ
ケ
ヒ
の
始
ま
り
に
つ

い
て
で
あ
る
。
記
紀
で
比
較
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
ウ
ケ
ヒ
神
話
の

始
ま
り
方
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る

(

〈
表
二
〉
参
照)

。

『
古
事
記』

で
は
、
ウ
ケ
ヒ
が
始
ま
る
際
に
、
事
前
の
宣
言
に
あ
た

る
部
分

(
以
下
、｢

言
立
て｣)

が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る

(

〈
表

二
〉
傍
線
箇
所)
。
ウ
ケ
ヒ
に
は
通
常
、
言
立
て
が
あ
る
の
で
、『

古
事
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〈
表
二
〉
記
紀
対
応
表

ウ
ケ
ヒ
神
話
の
冒
頭
部
分

・
ア
マ
テ
ラ
ス

｢

然し
か

ら
ば
、
汝
な
む
ち

が

心
こ
こ
ろ

の
清き
よ

く
明あ
か

き
は
、
何い
か

に
し
て

か
知し

ら
む｣

(

五
八
頁)

・
ス
サ
ノ
ヲ

｢

各
お
の
お
の

う
け
ひ
て
子こ

を

生う

ま
む｣

(

五
八
頁)

・
物
の
交
換

・
五
柱
男
子
三
柱
女
子
が
誕
生

『

古
事
記』

・
ア
マ
テ
ラ
ス

｢

若も

し
然し
か

ら
ば
、
何な
に

を
以も

ち
て
か
爾
な
む
ぢ

が
赤
き
よ
き

心
こ
こ
ろ

を
明あ
か

さ
む
と
す
る｣

(

六
五
頁)

・
ス
サ
ノ
ヲ

｢

請こ

は
く
は

姉

な
ね
の
み
こ
と

と

共と
も

に
誓う

け

は
む
。
夫そ

れ
誓
約

う
け
ひ

の
中

み
な
か

に
、
必

か
な
ら

ず
子み

こ

を
生う

む
べ
し
。
如も

し

吾あ

が
生う

ま
む
、
是こ

れ

女
を
み
な

な
ら
ば
、

濁
き
た
な
き

心
こ
こ
ろ

有あ

り
と
以お

爲も

ほ
す
べ
し
。

若も

し
是こ

れ

男
を
の
こ

な
ら
ば
、
清

き
よ
き

心
こ
こ
ろ

有あ

り
と
以お

爲も

ほ
す
べ
し｣

(

六
五
頁)

・
物
の
交
換

・
五
男
神
三
女
神
が
誕
生

『

日
本
書
紀』

正
文



記』

ウ
ケ
ヒ
神
話
の
ウ
ケ
ヒ
は
特
異
な
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
(

４)
。
そ
の
た
め
、
記
紀
ウ
ケ
ヒ
神
話
は
、
同
じ

｢

ウ
ケ
ヒ
神
話｣

と
し

て
一
括
し
て
呼
称
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
物
語
開
始
の
部

分
か
ら
し
て
決
定
的
に
異
な
る
、
つ
ま
り
、
も
は
や
別
の
神
話
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
言
立
て
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
の
特
異
性
を
よ
り
明
瞭
に

す
る
た
め
に
、『

日
本
書
紀』
一
書
に
描
か
れ
る
ウ
ケ
ヒ
神
話
を
参
照

し
て
み
よ
う
。『

日
本
書
紀』

は
、
正
文
以
外
に
四
つ
の
ウ
ケ
ヒ
神
話

を
有
す
る
。

○
第
六
段
一
書
第
一

是こ

の
時と
き

に
素す

戔さ
の

嗚を
の

尊
み
こ
と

告ま
を

し
て
曰
の
た
ま

は
く
、｢
吾あ
れ

、
元も
と

よ
り

悪
き
た
な
き

心
こ
こ
ろ

無な

し
。
唯た
だ

姉
な
ね
の
み
こ
と

と
相あ
ひ

見ま
み

え
む
と
欲お
も

ひ
、
只た
だ

に
暫
し
ば
ら

く

に
来

ま
ゐ
き

つ
る
の
み｣

と
の
た
ま
ふ
。
是こ
こ

に
日ひ
の

神か
み

、
素す

戔さ
の

嗚を
の

尊
み
こ
と
み
こ
と

と
共と
も

に
、
相あ
ひ

対む
か

ひ
て
誓
う
け
ひ

を
立た

て
て
曰
の
た
ま

は
く
、｢

若も

し

汝
な
む
ぢ

が
心

こ
こ
ろ

明き

浄よ

く
し
て
、
凌

し
の
ぎ

奪う
ば

は
む
と
い
ふ
意

こ
こ
ろ

有あ

ら
ず
は
、

汝
な
む
ぢ

が
生う

ま
む
児こ

、
必か

な

当ら

ず
男

を
の
こ

な
る
べ
し｣

と
の
た
ま
ふ
。

○
第
六
段
一
書
第
二

時と
き

に
天あ
ま

照
て
ら
す

大お
ほ

神
み
か
み

、
復ま
た

問と

ひ
て
曰
の
た
ま

は
く
、｢

汝
な
む
ぢ

が
言こ
と

の

虚
い
つ
は
り

実
ま
こ
と

、
何な
に

を
以も

ち
て
か
験
し
る
し

と
せ
む｣

と
の
た
ま
ふ
。
対こ
た

へ

て
曰

の
た
ま

は
く
、｢

請こ

は
く
は
、
吾あ

と

姉
な
ね
の
み
こ
と

と
共と

も

に
誓
約

う
け
ひ

を
立た

て

む
。
誓
約

う
け
ひ

の
間

み
な
か

に
、
女

を
み
な

を
生う

ま
ば
黒

き
た
な
き

心
こ
こ
ろ

と
為お

も

ひ
た
ま
へ
。

男
を
の
こ

を
生う

ま
ば
赤

き
よ
き

心
こ
こ
ろ

と
為お

も

ひ
た
ま
へ｣

と
の
た
ま
ふ
。

○
第
六
段
一
書
第
三

日ひ
の

神か
み

、
素す

戔さ
の

嗚を
の

尊
み
こ
と

と
天
あ
ま
の

安
や
す
の

河か
は

を
隔へ
だ

て
て
相あ
ひ

対む
か

ひ
、
乃
す
な
は

ち

誓
約

う
け
ひ

を
立た

て
て
曰
の
た
ま

は
く
、｢

汝
な
む
ぢ

、
若も

し
�
賊
之

あ

た

な

ふ

心
こ
こ
ろ

有あ

ら
ず
ば
、

汝
な
む
ぢ

が
生う

ま
む
子こ

、
必

か
な
ら

ず
男

を
の
こ

な
ら
む
。
如も

し
男
を
の
こ

を
生う

ま
ば
、

予わ
れ

以も

ち
て
子こ

と
し
て
天
あ
ま
の

原は
ら

を
治し

ら
し
め
む｣

と
の
た
ま
ふ
。

○
第
七
段
一
書
第
三

是こ
こ

に
素す

戔さ
の

嗚を
の

尊
み
こ
と

誓う
け

ひ
て
曰
の
た
ま

は
く
、｢

吾あ
れ

、
若も

し
不

善

よ
か
ら
ぬ
こ
と

を

懐お
も

ひ
て
復ま

た

上の
ぼ

り
来き

た

ら
ば
、
吾あ

が
今い

ま

し
玉た

ま

を
齧か

み
生う

ま
む
児こ

、

必
か
な
ら

ず
女

を
み
な

為な

ら
む
。
如
此
か
か
ら

ば
、
以も

ち
て
女
を
み
な

を

葦
あ
し
は
ら
の

原
中
国

な
か
つ
く
に

に
降く
だ

し
た
ま
へ
。
如も

し
清

き
よ
き

心
こ
こ
ろ

有あ

ら
ば
、
必

か
な
ら

ず
男

を
の
こ

を
生う

ま

む
。
如
此

か
か
ら

ば
、
以も

ち
て
男
を
の
こ

を
し
て
天あ

上め

を
御し

ら
し
め
た
ま
へ
。

且ま
た

姉
な
ね
の
み
こ
と

の
生う

み
た
ま
は
む
も
、
亦ま
た

此こ

の
誓
う
け
ひ

に
同お
な

じ
か
ら
む｣

と
の
た
ま
ふ
。

以
上
、『
日
本
書
紀』

ウ
ケ
ヒ
神
話
と
称
さ
れ
る
群
で
は
、
そ
の
す
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べ
て
に
言
立
て

(

男
な
ら
ば
清
、
女
な
ら
ば
穢
と
い
う
構
図
で
一
致
す

る
。
男
の
み
に
つ
い
て
記
す
一
書
も
あ
る)

が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る

(

傍
線
箇
所)

。
そ
こ
で
考
え
る
べ
き
な
の
は
、『

古
事
記』

ウ
ケ
ヒ

神
話
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
ほ
か
と
異
な
る
形
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

か
、
と
い
う
こ
と
だ
。
ひ
と
つ
に
は
、
物
理
的
な
理
由

(

紙
の
欠
落
や

誤
写
な
ど)

に
よ
っ
て
言
立
て
の
部
分
が
欠
如
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

よ
う
。
し
か
し
、『

古
事
記』
中
に
は
、
ほ
か
に
も
言
立
て
が
な
い
ウ

ケ
ヒ
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
が
仲
哀
記
に
お
け
る

｢

う
け
ひ
�｣

で

あ
る
。

如か

此く

上の
ぼ

り
幸
い
で
ま

し
し
時と
き

に
、
香か
ぐ

坂さ
か

王
の
み
こ

・
忍お
し

熊く
ま

王
の
み
こ

、
聞き

き
て
、

待ま

ち
取と

ら
む
と
思お
も

ひ
て
、
斗と

賀が

野の

に
進す
す

み
出い

で
て
、
う
け
ひ
�

が
り

を

為し

き
。
爾し
か

く
し
て
、
香か
ぐ

坂さ
か

王
の
み
こ

、
歴く
ぬ

木ぎ

に
騰の
ぼ

り
坐ま

し
て
見み

る
に
、

大お
ほ

き
怒
い
か
り

猪ゐ

、
出い

で
て
、
其そ

の
歴く
ぬ

木ぎ

を
掘ほ

り
て
、
即
す
な
は

ち
其そ

の
香か
ぐ

坂さ
か

王
の
み
こ

を
咋く

ひ
食は

み
き
。
其そ

の
弟お
と

忍お
し

熊く
ま

王
の
み
こ

、
其そ

の
態わ
ざ

に
畏
か
し
こ

ま
ら
ず

し
て
、
軍

い
く
さ

を
興お
こ

し
て
待ま

ち
向む
か

へ
し
時と
き

に
、
喪も

船ふ
ね

を
赴
お
も
ぶ

け
て
、
空む
な

し
き
船ふ
ね

を
攻せ

め
む
と
し
き
。
爾し
か

く
し
て
、
其そ

の
喪も

船ふ
ね

よ
り
軍
い
く
さ

を

下お
ろ

し
て
、
相あ
い

戦
た
た
か

ひ
き
。
…
…
即
す
な
は

ち
、
海う
み

に
入い

り
て
、
共と
も

に
死し

に

き
。

私
は
こ
の

｢

う
け
ひ
�｣

に
つ
い
て
は
、
は
じ
め
か
ら
言
立
て
が
な

か
っ
た
も
の
と
み
る
べ
き
だ
と
推
測
す
る
。
そ
の
ほ
か
の
ウ
ケ
ヒ
の
記

述
を
参
照
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
ウ
ケ
ヒ
が
行
わ
れ
る
際
は
言
立
て

を
行
っ
て
い
る
。
ウ
ケ
ヒ
の
、
そ
れ
も
言
立
て
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
こ
う

も
都
合
よ
く
欠
落
や
誤
字
が
お
き
た
と
は
考
え
が
た
く
、
言
立
て
は
も

と
も
と
存
在
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
だ
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、

言
立
て
が
な
い
も
の
と
し
て
文
章
を
解
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

同
様
の
こ
と
が
、『

古
事
記』

ウ
ケ
ヒ
神
話
の
ウ
ケ
ヒ
に
つ
い
て
も

い
え
よ
う
。
便
宜
的
に

｢

ウ
ケ
ヒ
神
話｣

と
称
し
て
は
い
る
が
、
や
は

り
一
般
的
な
ウ
ケ
ヒ
と
は
明
確
に
区
別
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
言

立
て
が
な
い
ウ
ケ
ヒ
と
し
て
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、『

日
本
書
紀』

正
文
、
一
書
の
ど
れ
を
確

認
し
て
も
、
男
な
ら
ば
清
、
女
な
ら
ば
穢
と
い
う
構
図
が
み
て
と
れ
る
。

そ
の
た
め
、『

古
事
記』

に
お
い
て
も
、
お�

そ�

ら�

く�

同
様
の
構
図
が
当

て
は
ま
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
本
文
に
記
述
が
な
い
以
上
、
そ
こ
に
言

及
す
る
こ
と
は
記
紀
の
混
同
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
言
立
て
が
欠
如
し
た

ウ
ケ
ヒ
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ス
サ
ノ
ヲ
の

｢

手
弱
女
を
得
つ｣

発
言
に
、
一
定
の
正
当
性
を
付
与
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
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な
い
か
と
推
測
す
る
に
と
ど
め
る

(

後
述)

。

四
、
我
が
心
清
く
明
き

｢

清
明
心｣

『

古
事
記』

ウ
ケ
ヒ
神
話
の
ウ
ケ
ヒ
の
形
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
、

次
に
本
題
の

｢

手
弱
女
を
得
つ｣

発
言
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ま
ず
は
、
先
述
し
た
問
題
点
の
一
つ
目
、｢

手
弱
女
を
得
つ｣

発
言

中
の

｢

心
清
く
明
き｣

(

以
下
、｢
清
明
心｣)

と
は
、
一
体
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
指
す
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。

従
来
、
こ
の

｢

清
明
心｣

の
定
義
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
議
論
が
な

さ
れ
て
き
た
。
そ
の
際
に
も
っ
と
も
引
か
れ
る
例
が
、『

続
日
本
紀』

の
宣
命
に
お
け
る

｢

明
支

浄
支

直
支

誠
之
心｣

(

第
一
詔

(
５))
や

｢

清
支

明
支

正
支

直
支

心｣
(

第
五
詔

(

６))

な
ど
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら

｢
清
明
心｣

を
｢

臣
下
が
持
つ
べ
き
王
に
対
す
る
忠
誠
心｣

と
解
す
る

(

７)

。
ま
た
、
神
話

伝
説
に
お
け
る
倫
理
思
想
に
注
目
す
る
論
で
は
、
清
明
心
の
核
を
、

｢

全
体
性
の
神
聖
な
権
威
へ
の
帰
依｣

で
あ
る
と
定
義
し
、
そ
れ
は
つ

ま
り
、
祭
祀
的
統
一
の
具
現
者
た
る
天
皇
の
権
威
で
あ
り
、
神
代
に
お

い
て
は
、
皇
祖
神
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
神
聖
な
権
威
へ
の
帰
依
で
あ
る
、

と
す
る

(

８)

。

以
上
、｢

清
明
心｣

に
つ
い
て
は
、
お
お
よ
そ

｢

神
聖
な
存
在
に
対

す
る
忠
誠｣

と
い
う
点
で
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
指
摘

は
あ
く
ま
で
可
能
性
の
一
部
に
す
ぎ
ず
、
他
作
品
で
の
解
釈
や
上
代
の

倫
理
思
想
が

『

古
事
記』

内
世
界
に
も
当
て
は
ま
る
確
証
が
な
い
。

『

古
事
記』

内
世
界
を
重
視
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
内
部
に
存
す
る

文
脈
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
の
み
で
定
義
す
べ
き
で
は
な

か
ろ
う
か
。｢

清
明
心｣

の
語
に
つ
い
て
も
同
様
に
、『

古
事
記』

内
世

界
の
語
と
し
て
、
限
定
的
に
位
置
づ
け
た
い
。
そ
こ
で
、｢

清
明
心｣

が
使
わ
れ
る
ほ
か
の
箇
所
の
用
例
を
み
て
み
る
と
、｢

手
弱
女
を
得
つ｣

発
言
の
前
に
、
一
度
だ
け
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く

(

〈
表

三
〉
参
照)

。

そ
れ
は
、｢

手
弱
女
を
得
つ｣

発
言
の
前
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
発
言
中

に
、｢

然
ら
ば
、
汝
が
心
の
清
く
明
き
は
、
何
に
し
て
か
知
ら
む｣

と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

ウ
ケ
ヒ
神
話
と
い
う
も
の
が
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
詰
問
か
ら
は
じ
ま
り
、

そ
の
結
果
と
し
て
、｢

手
弱
女
を
得
つ｣

発
言
が
あ
る
と
い
う
構
造
上
、

ア
マ
テ
ラ
ス
の

｢

汝
が
心
の
清
く
明
き｣

と
、
ス
サ
ノ
ヲ
の

｢

我
が
心

清
く
明
き｣

と
が
、
同
じ
意
味
の
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は

疑
い
な
い
。
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そ
こ
で
次
に
、
こ
の｢

清
明
心｣

に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

ア
マ
テ
ラ
ス
の
発
言
に
注
目
す
る
と
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
ス
サ
ノ
ヲ
を
詰

問
す
る
前
に
、｢

我
が
な
せ
の
命
の
上
り
来
る
由
は
、
必
ず
善
き
心
な

ら
じ
。
我
が
国
を
奪
は
む
と
欲
へ
ら
く
の
み｣

と
発
言
し
て
い
る
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
後
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
詰
問
に
対
し
て
ス

サ
ノ
ヲ
が
、｢

僕
は
、
邪
し
き
心
無
し
。
…
…
異
し
き
心
無
し｣

と
答

え
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
発
言
の
後
に
、
先
ほ
ど

の
ア
マ
テ
ラ
ス
の

｢

然
ら
ば
、
汝
が
心
の
清
く
明
き
云
々｣

と
い
う
発

言
が
あ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、｢

清
明
心｣

と
は
、
言
い
換
え
れ
ば
、

｢

善
き
心｣

の
こ
と
で
あ
り
、｢

高
天
原
を
簒
奪
す
る
心
が
な
い
こ
と｣

で
あ
っ
て
、｢

邪
し
き
心｣

や

｢

異
し
き
心｣

で
は
な
い
こ
と
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
か
と
思
わ
れ
る
。
ウ
ケ
ヒ
神
話
に
お
い
て
、｢

清
明
心｣

は
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
さ
ら
に
厳
密
に

｢

清
明
心｣

を
位
置
づ
け
る
た
め
に
、
ス

サ
ノ
ヲ
の
発
言
中
の

｢

邪
し
き
心｣

(

原
文
で
は

｢

邪
心｣)

や

｢

異
し

き
心｣

(

原
文
で
は

｢

異
心｣)

に
注
目
し
よ
う
。『

古
事
記』

中
の

｢

邪
心｣

の
例
は
当
該
ス
サ
ノ
ヲ
の
発
言
中
の
も
の
を
除
け
ば
四
例
、

｢

異
心｣

は
一
例
あ
る
。
そ
れ
ら
を
示
せ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

〇
｢

邪
心｣

の
使
用
例

①
上
巻

天
孫
降
臨

於
是
、
高
木
神
告
之
、
此
矢
者
、
所
レ

賜
二

天
若
日
子
一

之
矢
、
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〈
表
三
〉

『

古
事
記』

｢

清
明
心｣

関
連
箇
所

・
ア
マ
テ
ラ
ス

｢

然し
か

ら
ば
、
汝

な
む
ち

が
心

こ
こ
ろ

の
清き

よ

く
明あ

か

き
は
、
何い

か

に
し
て
か
知し

ら

む｣
(

五
八
頁)

・
ス
サ
ノ
ヲ

｢

各
お
の
お
の

う
け
ひ
て
子こ

を
生う

ま
む｣

(

五
八
頁)

・
五
柱
男
子
、
三
柱
女
子
誕
生

・
ア
マ
テ
ラ
ス
に
よ
る
詔
り
別
き

(

子
神
の
所
属
の
決
定)

・
ス
サ
ノ
ヲ

｢

我あ

が
心

こ
こ
ろ

清き
よ

く
明あ

か

き
が
故ゆ
ゑ

に
、
我あ

が
生う
ま

め
る
子こ

は
、
手
弱
女

た

わ

や

め

を
得え

つ
。
此こ
れ

に
因よ

り
て
言い

は
ば
、

自
お
の
づ
か

ら
我あ
れ

勝か

ち
ぬ｣

(

六
三
頁)

○
ウ
ケ
ヒ

・
ア
マ
テ
ラ
ス

｢

何な
に

の
故ゆ
ゑ

に
か
上の
ぼ

り
来き

た
る｣

(

五
七
頁)

・
ス
サ
ノ
ヲ

｢

僕
や
つ
か
れ

は
、
邪あ

し
き
心

こ
こ
ろ

無な

し
。
…
…
神か
む

や
ら
ひ
や
ら
ひ
賜た
ま

ふ

が
故ゆ
ゑ

に
、
罷ま
か

り
往ゆ

か
む
状
か
た
ち

を
請ま
を

さ
む
と
以お

為も

ひ
て
、
参ま

ゐ
上の
ぼ

れ
ら
く
の

み
。
異け

し
き
心

こ
こ
ろ

無な

し｣
(

五
七
頁)

○
ア
マ
テ
ラ
ス
に
よ
る
詰
問

・
ア
マ
テ
ラ
ス

｢

我あ

が
な
せ
の
命
み
こ
と

の
上の
ぼ

り
来く

る
由ゆ
ゑ

は
、
必

か
な
ら

ず
善よ

き
心

こ
こ
ろ

な

ら
じ
。
我あ

が
国く

に

を
奪う

ば

は
む
と
欲お

も

へ
ら
く
の
み｣

(

五
六
頁)

○
ス
サ
ノ
ヲ
高
天
原
へ
参
上
す
る



即
示
二

諸
神
等
一

詔
者
、
或
天
若
日
子
、
不
レ

誤
レ

命
、
為
レ

射
二

悪

神
一

之
矢
之
至
者
、
不
レ

中
二

天
若
日
子
一

。
或
有
二

邪
心
一

者
、
天

若
日
子
、
於
二

此
矢
一

、
麻
賀
礼
、

是こ
こ

に
、
高た
か

木ぎ
の

神か
み

の
告の

ら
さ
く
、｢

此こ

の
矢や

は
、
天あ
め

若わ
か

日ひ

子こ

に
賜た
ま

へ
る
矢や

ぞ｣

と
の
ら
し
て
、
即
す
な
は

ち
諸
も
ろ
も
ろ

の
神か
み

等た
ち

に
示し
め

し
て
詔
の
り
た
ま

は
く
、｢

或も

し
天あ
め

若わ
か

日ひ

子こ

が
、
命
み
こ
と

を
誤
あ
や
ま

た
ず
、

悪あ

し
き
神か
み

を
射い

む
と
為す

る
矢や

の
至い
た

れ
ら
ば
、
天あ
め

若わ
か

日ひ

子こ

に
中あ
た

ら
ず
あ
れ
。
或も

し
邪あ

し
き
心

こ
こ
ろ

有あ

ら
ば
、
天あ
め

天あ
め

若わ
か

日ひ

子こ

、
此こ

の
矢や

に
ま
が
れ｣

と
、
云い

ひ
て
、
…
…

②
中
巻

崇
神
記

故
、
大
毘
古
命
、
更
還
参
上
、
請
二

於
天
皇
一

時
、
天
皇
答
詔

之
、
此
者
、
為
下

在
二

山
代
国
一

我
之
庶
兄
建
波
邇
安
王
、
起
二

邪

心
一

之
表
上

耳
。

故か
れ

、
大お
ほ

毘び

古こ
の

命
み
こ
と

、
更さ
ら

に
還か
へ

り
参ま

ゐ
上の
ぼ

り
て
、
天
す
め
ら

皇
み
こ
と

に

請ま
を

し
し
時と
き

に
、
天
す
め
ら

皇
み
こ
と

の
答こ
た

へ
て
詔
の
り
た
ま

は
く
、｢

此こ
れ

は
、
山や
ま

代し
ろ

国
の
く
に

に
在あ

る
我あ

が
庶ま
ま

兄ね

建た
け

波は

邇に

安や
す

王
の
み
こ

の
、
邪あ

し
き
心

こ
こ
ろ

を

起お
こ

せ
る
表
し
る
し

と
為あ

ら
く
の
み
。
伯を

父ぢ

、
軍
い
く
さ

を
興お
こ

し
て
行ゆ

く
べ

し｣

と
の
り
た
ま
ひ
て
、
…
…

③
下
巻

履
中
記

於
是
、
其
伊
呂
弟
、
水
歯
別
命
、
参
赴
、
令
レ

謁
。
爾
、
天

皇
令
レ

詔
、
吾
、
疑
下

汝
命
若
与
二

墨
江
中
王
一

同
心
乎
上

。
故
、

不
二

相
言
一

。
答
白
、
僕
者
、
無
二

穢
邪
心
一

。
亦
、
不
レ

同
二

墨

江
中
王
一

。
是こ

こ

に
、
其そ

の
い
ろ
弟ど

、
水み
ず

歯は

別
わ
け
の

命
み
こ
と

、
参ま

ゐ
赴
お
も
ぶ

き
て
、

謁ま
を

さ
し
め
き
。
爾し
か

く
し
て
、
天
す
め
ら

皇
み
こ
と

の
詔
の
り
た
ま

は
し
め
し
く
、

｢

吾あ
れ

は
、
汝な
が

命
み
こ
と

若も

し
墨す
み

江の
え

中
な
か
つ

王み
こ

と
同お
な

じ
心
こ
こ
ろ

な
ら
む
か
と

疑
う
た
が

へ
り
。
故か
れ

、
相あ
ひ

言い

は
じ｣

と
の
り
た
ま
は
し
め
き
。
答こ
た

へ
て
白ま
を

し
し
く
、｢

僕
や
つ
か
れ

は
、
穢
き
た
な

き
邪あ

し
き
心

こ
こ
ろ

無な

し
。
亦ま
た

、

墨す
み

江の
え

中
な
か
つ

王み
こ

と
同お
な

じ
く
あ
ら
ず｣

と
ま
を
し
き
。

④
下
巻

安
康
記

詔
二

大
后
一

言
、
吾
、
恒
有
レ

所
レ

思
。
何
者
、
汝
之
子
、
目
弱

王
、
成
レ

人
之
時
、
知
三

吾
殺
二

其
父
王
一

者
、
還
為
レ

有
二

邪
心
一

乎
。

大お
ほ

后
き
さ
き

に
詔
の
り
た
ま

ひ
て
言い

ひ
し
く
、｢

吾あ
れ

は
、
恒つ
ね

に
思お
も

ふ
所
と
こ
ろ

有あ

り
。
何な
に

と
な
れ
ば
、
汝
な
む
ち

が
子こ

、
目ま

弱
よ
わ
の

王み
こ

、
人ひ
と

と
成な

り
た

ら
む
時と

き

に
、
吾あ

が
其そ

の
父ち
ち

王
の
み
こ

を
殺こ
ろ

し
し
こ
と
を
知し

り
な
ば
、

還か
へ

り
て
邪あ

し
き
心

こ
こ
ろ

有あ

ら
む
と
為す

る
か｣

と
い
ひ
き
。
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此
三
字

以
レ

音
。

云
而
、
…
…

波
邇
二
字

以
レ

音
。

伯
父
、
興
レ

軍
興
宜
レ

行
、
…
…



〇
｢

異
心｣

の
使
用
例

下
巻

仁
徳
記

於
是
、
口
子
臣
、
亦
、
其
妹
口
比
売
及
奴
理
能
美
、
三
人
議

而
、
令
レ

奏
二

天
皇
一

云
、
大
后
幸
行
所
以
者
、
奴
理
能
美
之
所
レ

養
虫
、
一
度
為
二

匐
虫
一

、
一
度
為
レ

殻
、
一
度
為
二

飛
鳥
一

、
有
下

変
二

三
色
一

之
奇
虫
上

。
看
二

行
此
虫
一

而
、
入
坐
耳
。
更
無
二

異

心
一

。是こ
こ

に
、
口く
ち

子こ
の

臣お
み

と
、
亦ま
た

、
其そ

の
妹い
も

口く
ち

比ひ

売め

と
奴ぬ

理り

能の

美み

と
、

三み

人た
り

議は
か

り
て
、
天
す
め
ら

皇
み
こ
と

に
奏ま
を

さ
し
め
て
云い

ひ
し
く
、｢

大お
ほ

后
き
さ
き

の
幸
行
い
で
ま

せ
る
所ゆ

以ゑ

は
、
奴ぬ

理り

能の

美み

が
養か

へ
る
虫む
し

、
一ひ
と

度た
び

は
匐は

ふ
虫む
し

と
為な

り
、
一ひ
と

度た
び

は
殻
か
ひ
ご

と
為な

り
、
一ひ
と

度た
び

は
飛と

ぶ
鳥と
り

と
為な

り
て
、
三み

色く
さ

に
変か
は

る
奇あ
や

し
き
虫む
し

有あ

り
。
此こ

の
虫む
し

を
看
行

み
そ
こ
な
は

さ

む
と
し
て
、
入い

り
坐ま

せ
ら
く
の
み
。
更さ
ら

に
異け

し
き
心

こ
こ
ろ

無な

し｣

と
い
ひ
き
。

①
は
、
高
天
原
に
矢
が
射
返
さ
れ
た
こ
と
で
、
高
木
神
が
天
若
日
子

に
対
し
て
、｢

邪
心｣

が
あ
る
な
ら
ば
矢
に
当
た
り
災
い
を
受
け
よ
と

ウ
ケ
ヒ
を
す
る
場
面
で
あ
る
。
②
は
、
そ
の
前
段
で
予
言
が
行
わ
れ
、

そ
の
結
果
、
建
波
邇
安
王
に

｢

邪
心｣

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ

た
場
面
で
あ
る
。
そ
の
後
、
建
波
邇
安
王
は
崇
神
天
皇
に
反
逆
す
る
こ

と
に
な
る
。
③
は
、
水
歯
別
命
が
墨
江
中
王
と
同
じ
心
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
疑
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
水
歯
別
命
は
、｢

邪
心｣

が
無
い
と
弁
解
し
て
い
る

(

墨
江
中
王
は
、
そ
の
前
段
で
履
中
天
皇
を

殺
そ
う
と
し
て
反
乱
を
起
こ
し
た
人
物
で
あ
る)

。
④
は
、
安
康
天
皇

が
、
ま
だ
幼
い
目
弱
王

(

実
父
を
安
康
天
皇
に
誅
殺
さ
れ
た)

が
成
人

し
た
と
き
に
、｢

邪
心｣

を
持
つ
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
場

面
で
あ
る
。

以
上
の
用
例
を
み
る
と
、
総
じ
て

｢

邪
心｣

と
い
う
語
は
、｢

天
神

と
そ
の
子
孫
で
あ
る
皇
位
を
継
承
し
た
人
物

(

天
皇)

に
対
す
る
反
逆

心｣

と
い
う
こ
と
を
表
現
す
る
際
に
、
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。

同
様
に

｢

異
心｣

の
例
を
み
る
と
、
下
巻
の
仁
徳
記
に
使
用
例
が
あ

る
。
こ
れ
は
、
仁
徳
天
皇
と
皇
后
石
之
日
売
命
の
仲
を
取
り
持
と
う
と

し
て
、
口
子
臣
、
口
比
売
、
奴
理
能
美
の
三
名
が
画
策
す
る
場
面
で
あ

る
。
三
名
は
、
皇
后
が
な
か
な
か
大
和
に
戻
ら
ず
、
奴
理
能
美
の
家
に

留
ま
る
理
由
は
、
珍
し
い
虫
を
見
る
た
め
で
あ
り
、｢

異
心｣

は
な
い

と
上
奏
す
る

(

本
当
の
理
由
は
他
の
女
と
戯
れ
る
天
皇
へ
の
嫉
妬
か
ら

で
あ
る)

。
直
前
が

｢

の
み

(

耳)｣

と
限
定
、
強
意
を
示
す
終
助
詞
で
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閉
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
れ
ば
、｢

本
当
に
そ
れ
だ
け

(

の
理

由)
で
あ
り
、
他
意

(

そ
れ
も
、
悪
い
意
味
で
の
他
意)

は
ご
ざ
い
ま

せ
ん｣
と
い
っ
た
意
味
合
い
が
適
切
だ
ろ
う
。
総
じ
て
相
手
を
説
得
す

る
際
、
強
調
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
指
摘
か
ら
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
発
言
中
の

｢

僕
は
、
邪
し
き
心
無

し
。
…
…
罷
り
往
か
む
状
を
請
さ
む
と
以
為
ひ
て
、
参
ゐ
上
ら
く
の
み
。

異
し
き
心
無
し｣

は
、
天
神
で
あ
る
ア
マ
テ
ラ
ス
に
対
す
る
反
逆
心
は

な
く
、
根
之
堅
州
国
へ
罷
る
前
に
、
暇
を
告
げ
る
た
め
だ
け
の
理
由
で

高
天
原
に
参
上
し
た
の
で
あ
り
、(
反
逆
す
る
な
ど
と
い
っ
た)

他
意

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
、
と
い
う
読
み
方
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
こ
か

ら
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の

｢

然
ら
ば
、
汝
が
心
の
清
く
明
き
云
々｣

と
い
う

発
言
に
続
く
の
で
あ
り
、
一
連
の
会
話
に
齟
齬
は
な
い
。

以
上
、｢

清
明
心｣

の
語
は
、
直
前
の
文
脈
か
ら
し
て

｢
善
き
心｣

や

｢

高
天
原
を
簒
奪
す
る
心
が
な
い
こ
と｣

と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
よ
り
厳
密
に
定
義
す
れ
ば
、｢

天
神

(

こ
こ
で
は
ア
マ
テ
ラ

ス)

に
対
す
る
反
逆
心
が
な
い
こ
と｣

と
な
る
だ
ろ
う
。

五
、｢

手
弱
女｣

と
ア
マ
テ
ラ
ス
の

｢

詔
り
直
し｣

次
に
、
な
ぜ

｢

手
弱
女｣

と
い
う
語
な
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て

で
あ
る
。

ま
ず
注
意
点
と
し
て
、｢

手
弱
女｣

と
い
う
語
は
、
決
し
て

｢

弱
々

し
い
女｣

と
い
う
意
味
で
と
る
べ
き
で
な
い
。
む
し
ろ
本
質
は
、｢

し

な
や
か
な｣

｢

柔
軟
な｣

と
い
っ
た
意
味
を
有
す
る
語
な
の
で
あ
ろ
う
。

『

古
事
記』

中
巻

景
行
記
に
は
、

故か
れ

、
其そ

の
月
経
さ
は
り

を
見み

て
、
御み

歌う
た

に
曰い

は
く
、
ひ
さ
か
た
の

天あ
め

の
香か

具ぐ

山や
ま

鋭と

喧か
ま

に

さ
渡わ

た

る
鵠く

び

弱ひ
わ

細ぼ
そ

撓た
わ

や
腕

が
ひ
な

を

枕ま

か

む
と
は

吾あ
れ

は
す
れ
ど

さ
寝ね

む
と
は

吾あ
れ

は
思お
も

へ
ど

汝な

が
着き

せ
る

襲
衣
お
す
ひ

の
�
す
そ

に
月つ
き

立た

ち
に
け
り

と
あ
り
、｢

鵠｣
(

大
き
な
白
鳥)

の
細
い
首
を

｢

撓
や
腕｣

と
呼
応
さ

せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て

｢

手
弱
女｣

を
単
に
字
面
か
ら
し
て

｢

弱
々
し
い
女｣

と
解
す
る
こ
と
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
。｢

手
弱
女
を

得
つ｣

発
言
中
の

｢

手
弱
女｣

も
そ
う
し
た

｢

し
な
や
か
さ｣

を
意
味
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す
る
も
の
と
考
え
て
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う

(

９)

。

以
上
の
意
味
で

｢

手
弱
女｣

を
定
義
す
れ
ば
、
ス
サ
ノ
ヲ
が

｢

手
弱

女｣

と
い
う
語
を
選
択
し
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
ア
マ
テ
ラ
ス
の
行
動

に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
み
え
て
く
る
。
そ
れ
は
、｢

手
弱
女

を
得
つ｣

発
言
の
後
の
、
ア
マ
テ
ラ
ス
に
よ
る｢

詔
り
直
し｣

で
あ
る
。

こ
の
記
述
も

『

古
事
記』
の
み
の
も
の
で
あ
り
、｢

手
弱
女
を
得
つ｣

発
言
と
連
動
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
推
測
が
は
た
ら
く

(

〈
表
四
〉
参
照)

。

そ
も
そ
も
ウ
ケ
ヒ
を
は
じ
め
た
理
由
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
、
ア
マ

テ
ラ
ス
が
ス
サ
ノ
ヲ
に
清
明
心
が
あ
る
か
否
か
、
知
ろ
う
と
し
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
う
え
で
、
ウ
ケ
ヒ
が
行
わ
れ
、

｢

手
弱
女
を
得
つ｣

発
言
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
し
て
そ
の
後
に
、

ア
マ
テ
ラ
ス
に
よ
る

｢

詔
り
直
し｣

が
行
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
話
の

構
造
上
、｢

手
弱
女
を
得
つ｣

発
言
と
ア
マ
テ
ラ
ス
に
よ
る

｢
詔
り
直

し｣

と
の
間
に
は
、
な
ん
ら
か
の
つ
な
が
り
が
あ
る
と
み
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

そ
こ
で
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
行
動
の
意
図

(

な
ぜ

｢

詔
り
直
し｣

た
の

か)

を
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
中
西
進
氏
は
、｢

善
言

を
以
っ
て
訂
正
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
態
そ
の
も
の
も
変
る
の
だ
と

考
え
た
言
霊
信
仰
の
一
つ
で
あ
る｣

と
し
て

(

�)

、
ア
マ
テ
ラ
ス
の

｢

詔
り

直
し｣

に
は
、
言
霊
信
仰
の
影
響
が
う
か
が
え
る
と
説
い
た
。
ま
た
谷

口
雅
博
氏
は
、
直
接

｢

言
霊
信
仰｣

と
は
表
現
し
な
か
っ
た
が
、
ア
マ

テ
ラ
ス
の

｢

詔
り
直
し｣

に
つ
い
て
、｢

祭
祀
儀
礼
を
正
常
な
状
態
に

し
、
大
嘗
き
こ
し
め
す
儀
礼
を
続
行
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
は

あ
る
ま
い
か｣

と
し
て

(

�)

、
や
は
り

｢

詔
り
直
し｣

に
は
、
儀
礼
を
正
常

な
状
態
に
し
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
悪
行
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ

る
と
読
ん
だ
。

上
代
日
本
社
会
で
一
般
的
で
あ
っ
た

｢

言
霊
信
仰｣

が
、
こ
の
ウ
ケ

ヒ
神
話
に
も
影
響
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
う
余
地
も
な
く
、
従

う
べ
き
見
解
で
あ
る
。

し
か
し
私
は
、
そ
れ
の
み
の
理
由
で
ア
マ
テ
ラ
ス
が

｢

詔
り
直
し｣

た
と
は
考
え
な
い
。

神
野
志
氏
は
、｢

詔
り
直
し
は
、
け
が
れ
回
避
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ

て
須
佐
之
男
命
に
対
す
る
寛
容
や
温
情
の
問
題
で
は
な
い｣

と
す
る

(

�)

。

そ
の
神
野
志
氏
の
論
を
受
け
て
赤
塚
史
氏
は
、

ウ
ケ
ヒ
が
行
わ
れ
る
直
前
、
ス
サ
ノ
ヲ
が
昇
天
し
て
く
る
こ
と

を
知
っ
た
際
に

｢

我
那
勢
命
之
上
来
由
者
、
必
不
善
心
。
欲
奪
我
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国
耳｣

と
思
い
厳
重
な
武
装
を
し
て
迎
え
た
こ
と
と
比
し
て
、
ア

マ
テ
ラ
ス
の
言
動
は
対
照
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
ア
マ
テ

ラ
ス
の
ス
サ
ノ
ヲ
に
対
す
る
態
度
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

り
、
そ
れ
が

｢

心
之
清
明｣

が
問
わ
れ
た
ウ
ケ
ヒ
を
挟
ん
で
の
こ

と
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
変
化
は
ス
サ
ノ
ヲ

の
心
の
清
明
を
認
め
た
こ
と
に
よ
る
と
解
釈
す
る
の
が
適
当
で
あ

ろ
う

(

�)

。

と
し
て
、｢

詔
り
直
し｣

の
原
因
を
神
野
志
氏
が
否
定
す
る

｢

寛
容
や

温
情｣

ま
で
で
は
な
い
に
し
て
も
、
少
な
く
と
も

｢

ス
サ
ノ
ヲ
の
心
の

清
明
を
認
め
た｣

か
ら
で
あ
る
と
し
た
。
氏
の
論
は
首
肯
す
べ
き
も
の

が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ア
マ
テ
ラ
ス
に

よ
る

｢

詔
り
直
し｣

は
、｢

手
弱
女
を
得
つ｣

発
言
と
同
様
に
、『

古
事

記』

の
み
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。｢

言
霊
信
仰｣

の
影
響
や

｢

け
が
れ

回
避
の
た
め｣

に
ア
マ
テ
ラ
ス
が

｢

詔
り
直
し｣

た
の
で
あ
る
と
す
れ

ば
、『

日
本
書
紀』

の
文
脈
に
お
い
て
も
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
狼
藉
に
対
し

て
、
ア
マ
テ
ラ
ス
は
詔
り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し

か
し
、
実
際
に
は
、
詔
り
直
す
ど
こ
ろ
か
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
狼
藉
に
た
い

し
て
、
怒
り
を
あ
ら
わ
に
天
石
磐
に
こ
も
る
と
い
う
流
れ
に
な
る
。
や
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〈
表
四
〉
記
紀
対
応
表

ウ
ケ
ヒ
後
の
記
紀
比
較

・
ス
サ
ノ
ヲ

｢
我あ

が
心
こ
こ
ろ

清き
よ

く
明あ
か

き
が

故ゆ
ゑ

に
、
我あ

が
生う
ま

め
る
子こ

は
、
手
弱
女

た

わ

や

め

を
得え

つ
。
此こ
れ

に
因よ

り
て
言い

は
ば
、

自
お
の
づ
か

ら
我あ
れ

勝か

ち
ぬ｣

(
六
三
頁)

・
ス
サ
ノ
ヲ
の
狼
藉

｢

勝か

ち
さ
び
に｣

(

六
三
頁)

・｢

天あ
ま

照
て
ら
す

大お
ほ

御み

神か
み

の
営
つ
く
り

田た

の
あ
を
離は
な

ち
、
其そ

の
溝み
ぞ

を
埋う

み
、
亦ま
た

、
其そ

の
、

大お
ほ

に
嘗へ

を
聞き
こ

看し
め

す
殿と
の

に
屎く
そ

ま
り
散ち
ら

し
き
。｣

(

六
三
頁)

・
ア
マ
テ
ラ
ス
の
詔
り
直
し

ア
マ
テ
ラ
ス

｢

屎く
そ

の
如ご
と

き
は
、
醉ゑ

ひ

て
吐は

き
散ち
ら

す
と
こ
そ
、
我あ

が
な
せ
の

命
み
こ
と

、
如か

此く

為し

つ
ら
め
。
又ま
た

、
田た

の

あ
を
離は
な

ち
、
溝み
ぞ

を
埋う

む
は
、
地
と
こ
ろ

を

あ
た
ら
し
と
こ
そ
、
我あ

が
な
せ
の

命
み
こ
と

、
如か

此く

為し

つ
ら
め｣

(

六
三
頁)

・
ス
サ
ノ
ヲ
な
お
狼
藉

｢

猶な
ほ

其そ

の
悪あ

し

き
態わ
ざ

、
止や

ま
ず
し
て
転
う
た
た

た
あ
り
。｣

(

六
三
頁)

・
ア
マ
テ
ラ
ス

｢

見み

畏
か
し
こ

み｣

て
天
の

石
屋
に
こ
も
る
。(

六
三
頁)

○
子
神
の
所
属
の
決
定
後

『

古
事
記』

・
ス
サ
ノ
ヲ
の
狼
藉

｢

是こ

の
後の
ち

に
、

素す

戔さ
の

嗚を
の

尊
み
こ
と

の
為
行
し
わ
ざ

甚
は
な
は

だ
無
状

あ
づ
き
な

し
。｣

(

七
五
頁)

・｢
時と
き

に
素す

戔さ
の

嗚を
の

尊
み
こ
と

、
春は
る

に
は
重し

播き

種ま

子き

し
、
且ま
た

其そ

の
畔あ

を
毀は
な

つ
。

秋あ
き

に
は
天
あ
ま
の

斑ふ
ち

駒こ
ま

を
放は
な

ち
、
田た

の

中な
か

に
伏ふ

せ
し
む
。
復ま
た

天あ
ま

照
て
ら
す

大
お
ほ
み

神か
み

の
新に
ひ

嘗な
へ

き
こ
し
め
さ
む
と
す

る
時と
き

を
見み

て
、

則
す
な
は

ち
陰
ひ
そ
か

に

新
に
ひ
な
へ

宮
の
み
や

に
放
�

く
そ
ま

る
。
…
…｣

(

七
五
頁)

・
ア
マ
テ
ラ
ス

｢

発い

慍か

り
て｣

天
石

磐
に
こ
も
る
。(

七
六
頁)

○
子
神
の
所
属
の
決
定
後

『

日
本
書
紀』

正
文



は
り
、｢

手
弱
女
を
得
つ｣

発
言
と
並
ん
で

｢

詔
り
直
し｣

が
描
か
れ

て
い
る
以
上
、
そ
こ
に
は
有
機
的
な
つ
な
が
り
が
あ
る
と
み
て
相
違
な

か
ろ
う
。

そ
こ
で
、
文
脈
を
た
ど
れ
ば
、｢

詔
り
直
し｣

は
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
清

明
心
を
了
解
し
た
う
え
で
の
行
動
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、
ア
マ
テ
ラ
ス
は
、
は
じ
め
は
ス
サ
ノ
ヲ
の
清
明
心
を
疑
っ
た

が
、｢

手
弱
女
を
得
つ｣

発
言
に
よ
っ
て
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
清
明
心
を
了

解
し
、
そ
の
狼
藉
に
対
し
て
も

｢
詔
り
直
し｣

た
、
と
い
う
構
図
に
な

る
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
以
上
の
指
摘
を
踏
ま
え
れ
ば
、
な
ぜ
｢

手
弱
女｣

で
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
つ
ま

り
、
ス
サ
ノ
ヲ
は
、
み
ず
か
ら
の
清
明
心
を
ア
マ
テ
ラ
ス
に
証
明
す
る

た
め
に
、｢

三
柱
の
女
子｣

や
、
た
だ

｢

女
子｣

で
は
表
現
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
、｢

た
お
や
か
な｣

、｢

柔
軟
な｣

と
い
っ
た
意
味
合
い
の

｢

手
弱
女｣

を
あ
え
て
選
び
、
清
明
心
と
結
び
つ
け
て
身
の
潔
白
の
証

明
に
し
よ
う
と
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。｢

三
柱
の
女
子｣

や

｢

女
子｣

で
は
、
単
に
事
実
を
述
べ
た
に
す
ぎ
な
い
。｢

三
柱
の
女
子｣

と
い
う
表
現
を
用
い
て
、
強
引
に

｢

こ
れ
ぞ
ま
さ
に
清
明
心
の
証
左
で

あ
る
ぞ｣

と
す
る
選
択
肢
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
ス
サ
ノ
ヲ
は
、

｢

三
柱
の
女
子｣

を

｢

手
弱
女｣

と
い
う
表
現
に
置
き
換
え
て
、
ア
マ

テ
ラ
ス
に
へ
り
く
だ
っ
た
。｢

手
弱
女｣

と
い
う
語
で
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
ア
マ
テ
ラ
ス
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
狼
藉
に
対
し
て
も

｢

詔
り
直
し｣

と
い
う
結
果
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

六
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
本
性
と

｢

勝
ち
さ
び
に｣

最
後
に
三
点
目
の
問
題
、｢

勝
ち
さ
び
に｣

と
い
う
記
述
に
つ
い
て

考
察
し
よ
う
。
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
本
性
に
つ
い

て
で
あ
る
。
実
は
ウ
ケ
ヒ
神
話
の
文
脈
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
の
み
に

注
目
す
れ
ば
、
ス
サ
ノ
ヲ
に
は
、
は
じ
め
か
ら
高
天
原
を
簒
奪
す
る
意

図
は
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
清
明
心
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る

(

〈
表
五
〉
参
照)

。

ア
マ
テ
ラ
ス
に
よ
る
詰
問
に
対
し
て
、
ス
サ
ノ
ヲ
は
、｢

僕
は
、
邪

し
き
心
無
し
…
…
異
し
き
心
無
し｣

と
発
言
す
る
。
こ
の
発
言
は
果
た

し
て
本
心
か
ら
の
も
の
か
、
あ
る
い
は
ア
マ
テ
ラ
ス
を
だ
ま
す
た
め
の

虚
偽
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
以
前
の

記
述
を
参
照
す
る
と
、
ス
サ
ノ
ヲ
は

｢

然
ら
ば
、
天
照
大
御
神
に
請
し

て
罷
ら
む｣
と
発
言
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
自
身
が
根
之
堅
州
国
へ
行
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く
前
に
、
姉
の
ア
マ
テ
ラ
ス
に
こ
と
の
次
第
を
報
告
し
よ
う
と
し
て
発

言
し
た
も
の
で
あ
り
、
独
白
で
あ
る

(

こ
の
時
点
で
は
す
で
に
、ス
サ

ノ
ヲ
に
根
之
堅
州
国
へ
の
追
放
を
命
じ
た
伊
耶
那
岐
大
神
は
身
を
隠
し

て
い
る)

。
こ
の
点
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
先
の｢

僕
は
、
邪
し
き
心
無
し
…
…

異
し
き
心
無
し｣

と
い
う
の
は
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
本
心
と
し
て
み
る
の
が

妥
当
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
な
ぜ
ア
マ
テ
ラ
ス
は
ス
サ
ノ
ヲ
の
清
明
心
を
疑
っ
た
の
か
。

そ
れ
は
、
ス
サ
ノ
ヲ
が

｢

山
川
悉
く
動
み
、
国
土
皆
震
ひ
き｣

し
て
、

高
天
原
に
参
上
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
確
認
し
て
わ
か
っ
た

よ
う
に
、
ス
サ
ノ
ヲ
に
は
は
じ
め
か
ら
清
明
心
が
あ
る
の
で
あ
り
、
こ

れ
は
ア
マ
テ
ラ
ス
の
勘
違
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ス
サ
ノ
ヲ
が

｢

山

川
悉
く
動
み
、
国
土
皆
震
ひ
き｣

し
な
が
ら
高
天
原
に
や
っ
て
来
た
の

は
、
清
明
心
が
な
い
か
ら
な
の
で
は
な
く
、
そ
の
本
性
ゆ
え
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う

(

�)

。
つ
ま
り
、
ス
サ
ノ
ヲ
の

｢

ス
サ
ブ｣

性
と
い
う

も
の
で
あ
り
、
荒
れ
す
さ
ぶ
、
荒
れ
す
す
む
、
と
い
う
の
が
、
ス
サ
ノ

ヲ
が
本
質
的
に
そ
な
え
た
属
性
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る

(

�)

。
西
郷

信
綱
は
、サ

ブ
は
、
あ
る
状
態
が
と
め
ど
な
く
荒
れ
進
む
こ
と
を
い
う
。

(

中
略)

｢

勝
佐
備｣

の
サ
ビ
は
サ
ブ
の
名
詞
形
、
勝
っ
た
勢
い
に

乗
じ
て
荒
れ
進
む
の
が
勝
サ
ビ
で
、
須
佐
之
男
と
い
う
名
も
、
こ

の
ス
サ
ブ
に
由
来
す
る

(

�)

。

と
指
摘
し
て
い
る
。
首
肯
さ
れ
る
論
で
あ
り
、｢

勝
ち
さ
び
に｣

に
つ

い
て
は
、
や
は
り
ス
サ
ノ
ヲ
の
本
性
と
関
連
づ
け
て
み
る
の
が
妥
当
か
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〈
表
五
〉『

古
事
記』

ス
サ
ノ
ヲ
の
本
性
と
清
明
心
に
関
す
る
記
述

・
ア
マ
テ
ラ
ス

｢

何な
に

の
故ゆ
ゑ

に
か
上の
ぼ

り
来き

た
る｣

(
五
七
頁)

・
ス
サ
ノ
ヲ

｢

僕
や
つ
か
れ

は
、
邪あ

し
き
心

こ
こ
ろ

無な

し
。
…
…
神か
む

や
ら
ひ
や
ら
ひ
賜た
ま

ふ

が
故ゆ
ゑ

に
、
罷ま
か

り
往ゆ

か
む
状
か
た
ち

を
請ま
を

さ
む
と
以お

為も

ひ
て
、
参ま

ゐ
上の
ぼ

れ
ら
く
の

み
。
異け

し
き
心

こ
こ
ろ

無な

し｣
(

五
七
頁)

○
ア
マ
テ
ラ
ス
に
よ
る
詰
問

・
乃
す
な
は

ち
天あ
め

に
参ま

ゐ
上の
ぼ

る
時と
き

に
、
山や

ま

川か
は

悉
こ
と
ご
と

く
動と

よ

み
、
国く

に

土つ
ち

皆み
な

震ふ
る

ひ
き
。

(

五
五
頁)

・
ア
マ
テ
ラ
ス

｢

我あ

が
な
せ
の
命
み
こ
と

の
上の
ぼ

り
来く

る
由ゆ
ゑ

は
、
必

か
な
ら

ず
善よ

き
心

こ
こ
ろ

な

ら
じ
。
我あ

が
国く

に

を
奪う

ば

は
む
と
欲お

も

へ
ら
く
の
み｣

(

五
六
頁)

○
ス
サ
ノ
ヲ
高
天
原
へ
参
上
す
る

・(
根
之
堅
州
国
へ
行
く
前
に
、)

ス
サ
ノ
ヲ

｢

然し
か

ら
ば
、
天あ

ま

照
て
ら
す

大お
ほ

御み

神か
み

に
請ま

を

し
て
罷ま

か

ら
む｣

(

五
五
頁)



と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
清
明
心
は
ア
マ
テ
ラ
ス
に
示
さ

れ
た
。
し
か
し
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
本
性
は
、｢

ス
サ
ブ｣

性
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
清
明
心
が
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
問
題
と
は
別
に
、
そ
の
本

性
が
表
出
し
て
く
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
、｢

勝
ち
さ
び

に｣

と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
る
理
由
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

た
だ
こ
こ
で
、｢

勝｣
の
も
つ
意
味
に
つ
い
て
は
注
意
し
て
お
き
た

い
。
こ
の

｢

勝
ち
さ
び
に｣
と
い
う
部
分
が
地
の
文
で
示
さ
れ
て
い
る

た
め
、
い
か
に
も
客
観
的
事
実
が
示
さ
れ
て
い
る

(

＝
ス
サ
ノ
ヲ
が
ウ

ケ
ヒ
に
勝
っ
た)

か
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
そ
の

｢

勝｣

の
部
分
は
、

明
ら
か
に
直
前
の

｢

自
ら
我
勝
ち
ぬ｣

か
ら
導
か
れ
た
文
脈
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の

｢

自
ら
我
勝
ち
ぬ｣

は
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
一
方
的
な
勝
利
宣

言
に
ほ
か
な
ら
ず
、
客
観
性
を
欠
い
た
も
の
で
あ
る

(
た
だ
し
限
定
的

に
、
そ
の
ス
サ
ノ
ヲ
の
発
言
に
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
を
納
得
さ
せ
る
だ
け

の
説
得
力
が
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
は
い
え
る
だ
ろ
う)

。
つ
ま
り
、

ア
マ
テ
ラ
ス
を
納
得
さ
せ
た
と
い
う
意
味
で
ス
サ
ノ
ヲ
は
勝
っ
た
、
そ

の
勝
ち
に
乗
じ
た
、
と
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
ス
サ
ノ
ヲ
は
ウ
ケ
ヒ

に
勝
っ
た
、
そ
し
て
そ
の
勝
ち
に
乗
じ
た
、
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
先
述
し
た
よ
う
に
、『

古
事
記』

ウ
ケ
ヒ
神
話
の
ウ
ケ
ヒ

は
、
言
立
て
が
欠
如
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
言
立
て
が
な
い
こ
と
が

こ
の

｢

自
ら
我
勝
ち
ぬ｣

と

｢

勝
ち
さ
び
に｣

に
意
味
を
与
え
て
い
る

よ
う
に
思
う
。
つ
ま
り
、
ウ
ケ
ヒ
に
言
立
て
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
ど
の
よ
う
な
発
言
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
内
容
次
第

で
承
諾
さ
れ
得
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
も
そ
も
ウ
ケ
ヒ
に
言
立
て

が
示
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
は
じ
め
か
ら
こ
の
ウ
ケ
ヒ
に
は
勝
ち
も
負

け
も
な
い
。
そ
の
た
め
、
ウ
ケ
ヒ
自
体
に
勝
っ
た
と
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
清
明
心
の
験
が
確
か
に
現
れ
た
と
い
う
主
張
と
し
て
、｢

自

ら
我
勝
ち
ぬ｣

と
な
り
、｢

勝
ち
さ
び
に｣

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ウ

ケ
ヒ
に
言
立
て
が
欠
如
し
て
い
た
た
め
に
、
ス
サ
ノ
ヲ
の

｢

勝
ち｣

と

称
す
る
行
動
は
正
当
化
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

以
上
、｢

勝
ち
さ
び
に｣

は
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
本
性
で
あ
る

｢

ス
サ
ブ

性｣

か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
あ
く
ま
で

｢

勝｣

は
ス
サ
ノ
ヲ
に
よ
る
一
方
的
な
勝
利
宣
言
で
あ
る
と
し
て
、
限
定
的
に

読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

七
、
お
わ
り
に

以
上
、『
古
事
記』

ウ
ケ
ヒ
神
話
を
、
従
来
判
然
と
し
な
か
っ
た
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｢
読
み｣

に
着
目
し
、『

古
事
記』

内
世
界
に
描
か
れ
る
こ
と
を
尊
重
し

て
論
じ
た
。
そ
こ
で
、
お
お
よ
そ
以
下
の
結
論
を
得
た
。

『

古
事
記』

ウ
ケ
ヒ
神
話
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
ス
サ
ノ
ヲ
の
本
性

(

ス
サ
ブ
性)
を
見
抜
け
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
。
ス
サ
ノ
ヲ

に
は
、
は
じ
め
か
ら
ア
マ
テ
ラ
ス
に
歯
向
か
う
意
図
は
な
か
っ
た
は
ず

だ
。
そ
こ
で
ウ
ケ
ヒ
を
行
う
が
、
ス
サ
ノ
ヲ
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
に
清
明

心

(

こ
れ
は
ア
マ
テ
ラ
ス
に
対
す
る
反
逆
心
が
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
忠

誠
心)

が
示
さ
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
ウ
ケ
ヒ
に
勝
っ
た
こ
と
と
し
、
そ

の
勝
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
ス
サ
ブ
本
性
が
表
出
し
て
き
て
狼
藉
を
働

い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ス
サ
ノ
ヲ
に
清
明
心
は
あ
っ
た
が
、
本

性
と
は
か
み
合
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
一
方
的
な
勝
利
宣
言

を
行
う
こ
と
を
ス
サ
ノ
ヲ
に
許
し
た
の
は
、
ウ
ケ
ヒ
に
言
立
て
が
欠
如

し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ア
マ
テ
ラ
ス
に
よ
る
詔
り
直
し
も
、

｢

手
弱
女
を
得
つ｣

発
言
に
よ
っ
て
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
清
明
心
を
了
解
し

た
か
ら
こ
そ
、
導
か
れ
た
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
こ
の

『

古
事
記』

の
読
み
は
、｢

手
弱
女
を
得
つ｣

発
言
が

存
在
し
な
い

『

日
本
書
紀』

ウ
ケ
ヒ
神
話
で
は
不
可
能
で
あ
る
。
さ
ら

に
い
え
ば
、『

日
本
書
紀』

ウ
ケ
ヒ
神
話
は
、
言
立
て
が
明
確
に
示
さ

れ
て
い
る
た
め
、｢

手
弱
女
を
得
つ｣

発
言
を
導
く
こ
と
す
ら
で
き
な

い
。『

古
事
記』

の
み
に
示
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た

｢

手
弱
女
を
得
つ｣

発
言
と
い
う
も
の
は
、
太
安
万
侶
に
よ
っ
て
意
図
し
て
慎
重
に
述
作
さ

れ
た
部
分
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。
本
論
で
示
し
た
の
は
読
み
の
可
能

性
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
が
、
安
万
侶
は
以
上
の
読
み
方
を
期
し
て
編
纂

し
た
か
と
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る

(

�)

。

そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
お
の
ず
と

『

古
事
記』

ウ
ケ
ヒ
神
話
は
、

天
石
屋
神
話
を
導
く
た
め
の

｢

装
置｣

以
上
に
重
要
な
役
割
が
あ
る
こ

と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、『

古
事
記』

ウ
ケ
ヒ
神
話
は
、

ス
サ
ノ
ヲ
に
清
明
心
を
証
明
さ
せ
る
一
方
で
、
そ
の
本
性
に
由
来
す
る

荒
ぶ
る
性
を
表
出
さ
せ
る
た
め
の
物
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の

神
話
が
あ
る
か
ら
こ
そ
読
者
は
、
荒
ぶ
る
本
性
と
清
明
心
と
い
う
、
一

見
相
反
す
る
も
の
の
両
者
が
共
存
す
る
ス
サ
ノ
ヲ
像
を
、
物
語
を
通
し

て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

『

古
事
記』

ウ
ケ
ヒ
神
話
を
文
脈
に
そ
く
し
て
慎
重
に
読
ん
で
み
れ

ば
、
細
部
に
そ
の
筆
力
が
う
か
が
え
る
。
安
万
侶
に
と
っ
て
ウ
ケ
ヒ
神

話
が
、
い
か
に
重
要
な
神
話
の
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
か
、
以
上
の
考
察

よ
り
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
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※
本
文
の
引
用
に
つ
い
て
、

『
古
事
記』

は
、『

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

古
事
記』

(

小
学
館

一
九
九
七)
、『

日
本
書
紀』

は
、『

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

日
本

書
紀

(

一)』
(

小
学
館

一
九
九
四)

を
用
い
た
。
表
中
の

(
)

内

は
該
当
文
献
の
頁
数
を
示
し
て
い
る
。

な
お
、『

古
事
記』
に
関
し
て
は
、
原
文
の
必
要
性
が
あ
る
と
判
断

し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
宜
訓
読
文
の
前
に
原
文
を
付
し
た
。

注(

１)
｢

ウ
ケ
ヒ｣

に
つ
い
て
は
、『

角
川
古
語
大
辞
典』

(

角
川
書
店

一

九
八
二
―
一
九
九
九)

｢

う
け
・
ふ
【
誓
・
祈
】｣
項
の

①

｢

神
前
で
口
に
出
し
て
事
の
実
現
を
祈
る
。
事
の
吉
凶
是
非
を
あ

ら
か
じ
め
知
る
た
め
に
神
意
を
問
う
。
あ
る
事
が
実
現
す
る
な
ら
ば
、

そ
の
兆
し
と
し
て
、
あ
る
現
象
が
起
る
と
神
前
で
宣
言
し
て
、
そ
の

予
兆
が
現
れ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
神
意
を
知
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。｣

の
意
味
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
本
論
で
も
こ
の
意
に
し
た
が
う
。

(

２)

神
野
志
隆
光

｢

瑞
珠
盟
約
／
宝
鏡
開
始｣

(『

国
文
学

解
釈
と
教
材

の
研
究』

三
三
巻
八
号

一
九
八
八)

(

３)

成
立
論
的
研
究
が
決
し
て
無
価
値
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
成
立

論
の
視
点
か
ら
検
証
す
る
こ
と
は
、
言
い
換
え
れ
ば
記
紀
を
詳
細
に
比

較
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、｢

読
み｣

の
際
に

注
意
す
べ
き
点
を
厳
選
し
た
と
も
い
え
る
。
本
論
で
も
成
立
論
の
立
場

を
否
定
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
記
紀
で
異
な
る
記
述
に
注
目
し
た
う
え
で
、

『

古
事
記』

の

｢

読
み｣

を
検
討
す
る
。

(

４)

言
立
て
が
示
さ
れ
る
ウ
ケ
ヒ
の
著
名
な
例
と
し
て
、『

古
事
記』

に

限
定
す
れ
ば
、
例
え
ば
天
孫
降
臨
神
話
が
そ
れ
に
該
当
す
る
だ
ろ
う
。

即
す
な
は

ち

諸
も
ろ
も
ろ

の
神か
み

等た
ち

に
示し
め

し
て

詔
の
り
た
ま

は
く
、｢

或も

し
天あ

め

若わ
か

日ひ

子こ

が
、

命
み
こ
と

を
誤

あ
や
ま

た
ず
、
悪あ

し
き
神か

み

を
射い

む
と
為す

る
矢や

の
至い

た

れ
ら
ば
、
天あ

め

若わ
か

日ひ

子こ

に
中あ

た

ら
ず
あ
れ
。
或も

し
邪あ

し
き
心

こ
こ
ろ

有あ

ら
ば
、
天あ

め

若わ
か

日ひ

子こ

、
此こ

の
矢や

に
ま
が
れ｣

と
、
云い

ひ
て
、
其そ

の
矢や

を
取と

り
て
、
其そ

の
矢や

の
穴あ
な

よ
り
衝つ

き
返か
へ

し
下く
だ

し
し
か
ば
、
天あ
め

若わ
か

日ひ

子こ

が
朝あ
さ

床と
こ

に
寝い

ね
た
る
高た
か

胸む
な

坂さ
か

に
中あ
た

り
て
、
死し

に
き
。

ま
た
、
垂
仁
記
で
は
、

故か
れ

、
曙あ
け

立
た
つ
の

王み
こ

に
科お
ほ

せ
て
、
う
け
ひ
白ま
を

さ
し
め
し
く
、｢

此こ

の
大お

ほ

神か
み

を
拝

を
ろ
が

む
に
因よ

り
て
、
誠

ま
こ
と

に
験

し
る
し

有あ

ら
ば
、
是こ

の
鷺さ

ぎ

巣す
の

池い
け

の
樹き

に

住す

む
鷺さ

ぎ

や
、
う
け
ひ
落お

ち
よ｣

と
、
如か

此く

詔
の
り
た
ま

ひ
し
時と
き

に
、
其そ

の
鷺さ
ぎ

、

地つ
ち

に
堕お

ち
て
死し

に
き
。

と
あ
る
。

(

５)
『

続
日
本
紀』

文
武
天
皇

元
年
八
月

…
…
是こ

こ

を
以も
ち

て
、
天
皇
す
め
ら

が
朝
庭
み
か
ど

の
敷し

き
賜た
ま

ひ
行
お
こ
な
ひ
賜た
ま

へ
る
百
も
も
の

官
つ
か
さ

の
人ひ
と

等ど
も

、
四よ

方も

の
食を
す

国く
に

を
治を
さ

め
奉ま
つ

れ
と
任ま

け
賜た
ま

へ
る
国く
に

々ぐ
に

の
宰
み
こ
と

等ど
も

に
至い
た

る
ま
で
に
、
国く
に

の
法の
り

を
過
あ
や
ま

ち
犯を
か

す
事こ
と

な
く
、
明あ

か

き
浄き

よ

き
直な

ほ

き

誠
ま
こ
と

の
心

こ
こ
ろ

を
以も
ち

て
、
御み

称
は
か
り

々は
か

り
て
緩ゆ
る

び
怠
お
こ
た

る
事こ
と

な
く
、
務つ
と

め
結し
ま

り

て
仕つ

か

へ
奉
た
て
ま
つ

れ
と
詔の

り
た
ま
ふ
大お
ほ

命
み
こ
と

を
、

諸
も
ろ
も
ろ

聞き

き
た
ま
へ
と
詔の

る
。(『
新
日
本
古
典
文
学
大
系

続
日
本
紀

(

一)』

岩
波
書
店
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一
九
八
九)

(
６)

前
掲

(

５)

聖
武
天
皇

神
亀
元
年
二
月

…
…
故か
れ

、
親み

王こ

等た
ち

を
始は
じ

め
て
王
お
ほ
き
み

た
ち
臣お
み

た
ち
汝
い
ま
し

た
ち
、
清き

よ

き

明あ
か

き
正た

だ

し
き
直な

お

き
心

こ
こ
ろ

を
以も
ち

て
、
皇
す
め
ら

が
朝
み
か
ど

を
あ
な
な
ひ
扶た
す

け
奉ま
つ

り
て
、

天
あ
め
の

下し
た

の
公
お
ほ
み

民
た
か
ら

を
奏ま
を

し
賜た
ま

へ
と
詔の

り
た
ま
ふ

命
お
ほ
み
こ
と

を
、
衆
も
ろ
も
ろ

聞き
き

た

ま
へ
と
宣の

る
。(『

新
日
本
古
典
文
学
大
系

続
日
本
紀

(

二)』

岩

波
書
店

一
九
九
〇)

(

７)

森
昌
文

｢

追
放
さ
れ
る
ス
サ
ノ
ヲ
像
―
〈
清
明
心
〉
か
ら
の
乖
離
―｣

(『

国
文
学
研
究』

一
〇
〇
巻

一
九
九
〇)

赤
塚
史

｢

須
佐
之
男
命
の

『
心
之
清
明』｣

(『

国
文
学
研
究』

一
六

五
巻

二
〇
一
一)

な
ど

(

８)

和
辻
哲
郎

『

日
本
倫
理
思
想
史

(
上)』
(『

和
辻
哲
郎
全
集』

第
十

二
巻
所
収

岩
波
書
店

一
九
九
〇)

(

９)
｢

手
弱
女
を
得
つ｣

発
言
の

｢

手
弱
女｣

が
、
仮
に

｢

弱
々
し
い
女｣

と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
ス
サ
ノ
ヲ
は
、
そ
の
対

象
者
た
る
三
柱
の
女
子

(

多た

紀き

理り

毘び

売め
の

命
み
こ
と

、
市い
ち

寸き

島し
ま

比ひ

売め
の

命
み
こ
と

、
多た

岐き

都つ

比ひ

売め
の

命
み
こ
と)

を
、｢

弱
々
し
い
女｣

と
し
て
認
識
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
ア
マ
テ
ラ
ス
に
対
し
て
清
明
心
を
証
明
す
る
こ

と
に
な
る
と
は
思
え
な
い
。
と
い
う
の
は
、
三
柱
の
女
子
は
、
最
終
的

に
ス
サ
ノ
ヲ
に
帰
属
す
る
が
、
も
と
を
た
ど
れ
ば
そ
の
誕
生
に
ア
マ
テ

ラ
ス
も
か
か
わ
っ
て
い
る

(

む
し
ろ
ア
マ
テ
ラ
ス
の
子
と
見
る
ほ
う
が

自
然
か
と
も
思
わ
れ
る)

。
ア
マ
テ
ラ
ス
に
対
し
て
身
の
潔
白
を
証
明

し
た
い
と
考
え
て
い
る
最
中
に
、
誕
生
し
た
女
神
た
ち
を
蔑
む
よ
う
な

表
現
を
ス
サ
ノ
ヲ
が
す
る
と
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

｢

手
弱
女
を
得
つ｣

発
言
中
の

｢

手
弱
女｣

も
、｢

弱
々
し
い｣

と
い
う

よ
り
も
、｢

柔
軟
で
、
し
な
や
か
さ
を
と
も
な
っ
た
女
子｣

と
見
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

(

�)

中
西
進

『

天
つ
神
の
世
界

(

古
事
記
を
よ
む
Ⅰ)』

(

角
川
書
店

一

九
八
五)

(

�)

谷
口
雅
博

｢

古
事
記

『

天
の
石
屋
戸
神
話』

に
お
け
る

『

詔
直』

の

意
義｣

(『

古
事
記
年
報』

第
三
七
号

一
九
九
五)

(

�)
『

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

古
事
記』

(

小
学
館

一
九
九
七)

(

�)

前
掲

(

７)

赤
塚
史

(

�)

ス
サ
ノ
ヲ
の
本
性
に
つ
い
て
は
、
ウ
ケ
ヒ
神
話
の
前
の
段
階
で
、
す

で
に
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
三
貴
子
の
分
治
が
決
ま
っ
た

後
の
記
述
、

故か
れ

、
各
お
の
お
の

依よ

し
賜た
ま

ひ
し
命
み
こ
と

の
随
ま
い
ま

に
知し

ら
し
看め

せ
る
中な
か

に
、
速は
や

須す

佐さ

之の

男を
の

命
み
こ
と

は
、
命お
ほ

せ
ら
え
し
国こ
く

を
治を
さ

め
ず
し
て
、
八や

拳つ
か

須ひ
げ

心
こ
こ
ろ

前さ
き

に

至い
た

る
ま
で
、
啼な

き
い
さ
ち
き
。
其そ

の
泣な

く
状
か
た
ち

は
、
青あ
を

山や
ま

を
枯か
ら

山や
ま

の

如ご
と

く
泣な

き
枯か
ら

し
、
河か
は

海う
み

は
悉
こ
と
ご
と

く
泣な

き
乾ほ

し
き
。
是こ
こ

を
以も
ち

て
、
悪あ

し

き
神か
み

の
音こ
ゑ

、
狭さ

蠅ば
へ

の
如ご
と

く
皆み
な

満み

ち
、
万
よ
ろ
づ

の
物も
の

の
妖
わ
ざ
は
ひ

、

悉
こ
と
ご
と

く
発お
こ

り
き
。

で
あ
る
。
ス
サ
ノ
ヲ
が
大
地
を
鳴
動
さ
せ
る
ほ
ど
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
持
つ
存
在
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
ウ

ケ
ヒ
神
話
に
お
い
て
も
、
そ
の
本
性
が
か
か
わ
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と

は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

(

�)
『

角
川
古
語
大
辞
典』

で
は
、

す
さ
ぶ
【
遊
・
弄
・
荒
】
お
の
ず
と
湧
い
て
く
る
勢
い
の
ま
ま
に
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事
を
す
る
、
ま
た
、
勢
い
に
ま
か
せ
て
進
む
意
。｢

す
す
む｣

と
の

意
味
的
な
つ
な
が
り
も
認
め
ら
れ
る
。
勢
い
の
赴
く
ま
ま
に
行
動
す

る
。
他
の
動
詞
の
連
用
形
に
接
し
て
、
補
助
動
詞
の
よ
う
に
用
い
る

の
が
普
通
。

と
す
る
。
ま
た
、『

時
代
別
国
語
大
辞
典

上
代
編』

(

三
省
堂

一
九

六
七)

で
は
、

す
さ
ぶ

(
動
上
二)

一
途
に
ふ
け
る
。
勢
い
盛
ん
に
な
る
。
自
然

の
勢
い
の
ま
ま
に
ま
か
せ
て
、
と
ど
め
よ
う
と
し
て
も
と
ま
ら
ぬ
こ

と
を
い
う
。
他
の
動
詞
の
下
に
続
け
て
用
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

あ
る
。

と
す
る
。
そ
し
て
ス
サ
ノ
ヲ
の

｢
ス
サ
ブ｣

属
性
は
、
そ
の
名
に
も
表

れ
て
お
り
、『

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

古
事
記』

に
、

｢

建｣
｢

速｣

は
、
勇
猛
、
勢
い
の
激
し
い
と
い
う
意
で
冠
し
た
も

の
、
核
は
須
佐
之
男
に
あ
る
。
後
で
、
速
須
佐
之
男
命
と
も
、
単
に

須
佐
之
男
命
と
も
呼
ば
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
ス
サ
ノ
ヲ
は
、
ス
サ

＋
ノ
＋
ヲ

(

男)

。(

中
略)

ス
サ
は
、
ス
サ
ブ
・
ス
ス
ム
な
ど
の
語

と
か
か
わ
ら
せ
て
み
る
説
が
妥
当
。
荒
れ
す
さ
ぶ
と
い
う
本
性
が
そ

こ
に
明
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

と
す
る
。

(

�)

西
郷
信
綱

『

古
事
記
注
釈

第
一
巻』

(

平
凡
社

一
九
七
五)

(

�)

本
論
で
示
し
た
読
み
方
が
正
し
い
保
証
は
な
い
。
だ
が
少
な
く
と
も
、

『

古
事
記』

ウ
ケ
ヒ
神
話
と
い
う
の
は
、
編
纂
に
あ
た
り
、
た
い
へ
ん

苦
労
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
証
拠
の
一
つ

に
、
ウ
ケ
ヒ
神
話
に
は
主
題
が
複
数
あ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
し
か

も
そ
の
主
題
が
矛
盾
を
は
ら
む
。

ウ
ケ
ヒ
神
話
で
描
く
べ
き
は
、
な
に
よ
り
も
正
勝
吾
勝
勝
速
日
天
之

忍
穂
耳
命
の
誕
生
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
神
の
御
子
が
天
孫
邇
邇
芸

命
で
あ
り
、
後
に
地
上
世
界
に
降
臨
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
ア

マ
テ
ラ
ス
か
ら
つ
な
が
る
皇
統
譜
の
確
立
、
こ
の
こ
と
を
ウ
ケ
ヒ
神
話

は
真
っ
先
に
描
き
た
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
正
勝
吾
勝

勝
速
日
天
之
忍
穂
耳
命
と
い
う
神
名
が
ス
サ
ノ
ヲ
に
由
来
す
る
以
上
、

ス
サ
ノ
ヲ
の
系
譜
か
ら
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
物
の
交
換
を
し

た
こ
と
で
、
系
譜
を
曖
昧
に
し
た
と
も
と
れ
る
が
、
確
証
は
な
い
。
そ

し
て
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
次
の
天
石
屋
神
話
を
導
く
、

神
野
志
氏
ふ
う
に
い
え
ば
、｢

装
置｣

も
必
要
で
あ
ろ
う
。
ス
サ
ノ
ヲ

の
狼
藉
を
示
す
こ
と
と
ス
サ
ノ
ヲ
の
身
の
潔
白
を
示
す
こ
と

(

清
明
心

を
示
す
こ
と)

、
こ
こ
に
も
矛
盾
を
は
ら
む
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
ど

う
矛
盾
な
く
語
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
そ
う
と
う
な
手
腕
が
求
め
ら
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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